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第1章 記念事業

式 辞
富山医科薬科大学長 佐 々 亭
富山の山々は間もなく紅葉の季節を迎えようとしております。
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昭和60年10月 1 日という良き日に， 多数の御来賓の皆様の御参加を得て， ここに富山医
科薬科大学の開学十周年記念式典を挙行することとなりました。
御承知のように本学は開校以来90年の歴史をもっ薬学部と， 新設の医学部， それに和漢
薬研究所を加えて， わが国で唯一の医科・薬科の二学部より成るユニークな大学として，
富山県民の多大な期待を担って昭和50年に創設されました。 設立にあたっては， 当時の文
部大臣永井道雄先生をはじめ， 文部省当局の絶大なる御支持をいただき， かつ地元の富山
県では当時の中 田 幸吉知事をはじめ各地方自治体， 財界， 医学・薬学の諸関係団体等， 多
くの方々から大層な御支援をいただきました。 また， 初代の故平松 博学長， 小林・山崎
両副学長， 大島事務局長をはじめ， 今日ここに列席しております教職員が， 建物施設の設
計から始めて， その完成を見るまで， 大変な苦心と御苦労を重ねられたことと拝察いたし
ます。
本学は， この風光明据な呉羽山の一角に見事な杉や竹の林と古墳群に閉まれた34万mの
土地に， 今日みられるような白亜の殿堂として竣工されました。 日本にも大学は沢山あり
ますが， 3000m級のアルプスの山なみと， 大海原とを同時に展望できるのは本学以外にな
いのではなし、かと思います。 そして今日， ここに御出席いただいている皆様の多くの方が
くぐってこられた呉羽山のトンネルは， 地元の方々が本学の創設に合せて新たに掘削して
くださったものと聞いておりますO
こうして十周年を迎えるにあたり， まず本学の教職員， 学生一同を代表して， 本学の創
設に絶大な御尽力をいただいた多くの関係者の方々に深く感謝申し上げます。
御陰様で， 本学もようやく諸施設の完成をみ， 来春 3 月には， 本学大学院医学研究科を
修了した医学博士が誕生いたします。 すでに本学の薬学博士は33名を数え， 医学部， 薬学
部， 薬学研究科を合せ1086名にのぼる卒業生を送り出し， 教育面でも研究面でもようやく
国内的にも国際的にも遜色のない成果を挙げつつありますO 特に和漢医薬学の分野ではす
でに傑出した成果を挙げており， 9 月初めには中国から中国衛生部副部長を団長とする15
名の中医薬学の第一線の研究者を富山に招いて， この分野における初めての本格的な国際
シンポジ ウムを成功裡に開催することができました。
さて， 本学の十周年記念の催しにあたっては， 昨日福井謙一先生の H研究と創造" と題
する御講演をいただき， さらに本日は木 田 宏先生から n教育と医療" の御講演をいただ
きました。 私共はこれらの尊い御言I!話を基盤としまた十周年を一つの大切な節目として，
さらに新しい決意をいだき， 教育・研究・診療の各方面にそれぞれの教職員が分担して将
来の発展を目ざし逼進していくことを皆様の前にお誓し刈、たしたいと考えておりますO
今後， 本学の医学と薬学のユニークな交流から多くの独創的な研究成果を生み， さらに
国際的な活躍が望まれるところでありますO また地域医療の向上充実にお役に立つととも
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に， 医学・薬学の進展に応じた視野の広い教育・研究を目指すことにより， 皆様方の御期
待と御要請に精一杯応えてゆく所存であります。
今後とも， 本学の充実と発展にさらに一層の御指導， 御鞭推を賜りたく切にお願い申し
上げる次第でありますO
昭和 60 年10 月 1日
祝 辞
文部大臣 松 永 光
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本日ここに富山医科薬科大学関学十周年記念式典が挙行されるに当たり， 一言お祝いの
言葉を申し上げます。
本学は， 医師の地域的偏在の是正と地域の医療水準の向上を図り， あわせて， 伝統ある
富山大学薬学部と和漢薬研究所を加え， 西洋近代医学と和漢薬を中心とした東洋医学とを
融合し， 医学と薬学の一体的な教育， 研究及び診療を推進するとし寸構想のもとに， 昭和
50年に設置されたものでありますO その後今日まで， 医学部及び薬学部並びに大学院薬学
研究科においては， 相当数の卒業生を送り出し， 来春には大学院医学研究科の第1回の修
了者を送り出す予定であると聞いておりますが， これまで地元各位から頂いた並々ならぬ
御支援， 御協力につきまして， ここに改めてお礼を申し上げますとともに， 本学が今日の
隆盛を見るに至りましたことを心からお慶び申し上げます。
本学が開学十周年を迎える今日， 2 1世紀をめざした教育改革の推進が各方面から求めら
れており， 高等教育の在り方に関しでも， 国民や社会の様々な要請に適切に応じつつ教育
研究の水準を向上させていくための努力が求められております。
また， 医師・薬剤師養成については， 医療水準の高度化， 医療需要の多様化等の社会的
要請に対応し得る資質の高い医師・薬剤師の養成といった問題が重要な課題と な っ て お
り， 従前にも増して， 医学教育， 薬学教育の質的充実が求められておりますD
幸い本学は， 医薬総合の特色ある大学として， 本年9月に和漢薬に関する日中シンポジ
ウムを開催する等数々の新しい工夫を重ね， 着々と成果を挙げておられると承知しており
ます。
この開学十周年を契機として， 教職員並びに学生諸君には， 建学の理念を体し， 今後ま
すますその充実発展に努め， 社会の期待に応えられますことを切に希望して， お祝いの言
葉といたしますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
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祝 辞
富山大学長 大 井 信 一
本日ここに， 富山医科薬科大学開学十周年記念式典が盛大に挙行されるに当たり， 一言
お祝いを申し上げます。
本学は， 新しい時代の医師， 薬剤師の育成並びに地域医療の向上を建学の理念として医
薬一体のユニークな大学として， 昭和50年10月富山大学から移行した薬学部と新設の医学
部によって創設され， さらに昭和53年6月に和漢薬研究所も富山大学から移行併設され今
日に至ったのであります。
思うに， 医学と薬学は相補的， 互助的関係をもって共存共栄すべきもので， 本学はその
理想に向けて 一つの組織のもとに両者が融合されている点が著しい特徴と見受けられま
す。
この10年間， その理想実現のため， 多くの困難を克服しながら諸施設の充実をはかり，
教育研究体制を確立されました事は， 国家試験の高い合格率並びに高度の研究業績によっ
て明らかであり， 学長を始め教職員各位の御努力の賜と衷心より敬意を表するものであり
ますO
また， 昭和54年10月には， 大学附属病院が開院され， 多くの県民が高水準の医療を受け
ることが出来るようになり， その恩恵は計り知れないものがあります。
特に国立医学教育機関としては初めて開設された和漢診療部は和漢薬研究所との連携に
よって県民の期待も大きく， また， 日中学術交流の窓口ともなっておりますことは御存知
のとおりであります。
今日の科学技術の進展による医療水準の高度化， 医療需要の多様化等の社会的要請に対
応すべく， 本学に対しては従来にも増して大きな期待が寄せられております。
また， 富山県が推進しておりますテクノポリス構想の実現に当たりその中核として大き
な期待が寄せられており， 富山大学としましでも本学との緊密な協力によって地域社会の
発展に寄与したいものと念願しているところであります。
この開学十周年を契機として， 本学がますます充実発展されますことを心から祈念いた
しましてお祝いの言葉といたしますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
祝 辞
富山県知事 中 沖 豆主」云L
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秋気さやかな本日ここに， 富山医科薬科大学が開学十周年を迎えられるにあたり一言お
祝いを申しあげますO
ご承知のとおり富山医科薬科大学は， 医科系大学の本県設置を望む県民の強い要望が実
り， 昭和50年10月に富山大学薬学部と和漢薬研究所をひきつぎ， 医・薬一体化と和漢薬を
通じた東西医学の融合を目指した全国的にもユニークな大学として開学されたものであり
ますO
この間， 関係各位の御努力により， 逐次， 教育研究体制の充実が図られ， 県内における
医学薬学教育， 研究のセンターとして， また地域医療のメ ッカとして隆盛をみるにいたり
ましたことは， 誠に御同慶に堪えないところであります口
当大学が開学いたしました当時は， 無医大県の解消を目指して国立医科系大学の新設が
進められておりましたが， 今日， 医療に対する社会的要請はその量的確保から医療水準の
高度化， 医療需要の多様化等に対応し得る質的確保へと変化してまいっておりますO
また， 薬学におきましでも， 遺伝子工学や臨床薬学等の新しい領域が拡大し て い る な
ど， あらゆる分野において従来以上に， その質的充実が求められているところ で あ り ま
すO 幸い当大学では， 優れたスタップの皆さんのたゆみないご努力により着々とその成果
を挙げられ今や国際的な評価も非常に高まってきておりますO
これからの郷土づくりは， 心身ともに健康で創造性に富み， 思いやりのある豊かな県民
によって築かれるものであり， 健康な人づくりこそ明日の富山県を拓く基礎であります。
このため， 私は「活力にあふれ， 温かし、心に満ちた美しいふるさと富山県」の実現に全
力をあげることとしており， 21世紀に向けて「日本ーの健康県づくり」をめざしていると
ころであります。
富山医科薬科大学におかれましては， 開学十周年を機に今後ともその建学の理念を堅持
され， 医学， 薬学の一層の発展と地域医療の向上にご尽力をいただきますようお願い申し
あげますとともに， 今後限りなく発展されるよう祈念申しあげましてお祝いの言葉といた
しますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
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祝 辞
富山市長 塩 谷 敏 幸
本日富山医科薬科大学には， 開学十周年を迎えられ， ここに意義ある記念式典を挙行さ
れますことは， まことに喜びに堪えませんO 心からお祝い申し上げますとともに， 今日の
輝かしい大学の基礎を築いてこられました学長さんをはじめ， 教職員， 学生の皆様並びに
関係各位のご努力に対L， 深く敬意を表する次第であります。
富山医科薬科大学の開設は， 地域医療の充実を願う富山市民多年の夢であり， 悲願、であ
りましたが， その期待にこたえられ開学以来鋭意学校施設設備の充実， 教育態勢の整備に
努められ， 特色ある医薬の一体的な教育機関として， 日本の医学界， 薬学界に多大の貢献
をされました。
一方また， 地域医療の中核として， 宮山県・富山市の医療の向上に大きな役割を果たさ
れました。
健康であるということは， 人生最高の幸せであり， すべての人の願いでありますD
申し上げるまでもなく， 近年の医学， 薬学医療の進歩にはめざましい も の が あります
が， さらに今後緊急に解明を望まれる問題も， 数多いことと存じます。
また， 現在急速に進んでおります人口の高齢化に対 応する医療等， 社会の変化に即 応し
た医療の研究， 技術の開発が， 強く望まれるところであります。
今日まで10年の足跡の上に， さらに一歩を重ねられ， 21世紀に向かう医療の担い手とし
て， 今後一層のご精進を期待してやみません。
どうか今後とも， 人間性豊かな医師・薬剤師の育成に努められ， 地域医療の発展にご尽
力くださいますよう切望する次第であります。
また学生の皆様には， これからの医薬界を担う使命感に燃え， 恵まれた環境と教授陣の
もと一層勉学に励まれて， 大学のよき伝統を築き上げられるよう期待いたしますO
終わりに， 富山医科薬科大学が本日の記念すべき日を契機に， ますますご発展されます
よう， また学長さんをはじめ教職員， 学生の皆様が， 一層ご健勝でご活躍されますよう心
からお祈り申し上げまして， お祝いの言葉といたしますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
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祝 辞
北陸経済連合会長 原 谷 敬 吾
本日ここに富山医科薬科大学が開学十周年を迎えられましたことは， まことにおめでた
い限りであり心からお祝い申しあげる次第であります。
ご存知のとおり， 富山県は古くから製薬産業を中心に広く国民の健康福祉に寄与してま
いりましたが， 近年の医学・医療技術の進歩にともない， 医科大学の設置 が 強く 要望さ
れ， 昭和50年， 90年の伝統を持つ富山大学薬学部を併せて富山医科薬科大学として県民待
望の中にスタートされて早， 10年の歳月が流れたのでありますO
当時を顧み， 私は深い感慨を覚えるのであります。
その後， 和漢薬研究所の併設， 大学附属病院の開院， また， 医学部薬学部の両学部に博
士課程を含む大学院の設置をみるな ど， 年々内容も充実し新しくユニークな大学として発
展を続けておられますことは， 誠に喜びにたえませんO
貴大学の設置により， 富山県はもとより北陸地方一帯の医療科学が著し く 躍 進L， ま
た， 住民が受ける健康福祉の恩恵は， はかりしれないものがあることは申すまでもありま
せんが， それと並んで佐々学長をはじめとする豊富な教授陣によ って特異の研究活動が続
けられ今や国際的にも異色の大学として大きく注目されているのでありますO
私はこのことに深く敬意を表するとともに富山県民の一人として大きな誇りを覚えるの
であります。
この記念すべき開学十周年を一つの節目となさいまして， 今後さらに大きく飛躍・発展
されますことを衷心より祈念いたしますとともに時代の要請と地域社会の要望 に こ た え
て， 有為な人材の育成に努められ， やがて世界の医学界， 薬学界をリードするような人々
を多数輩出されんことを大きく期待するのであります。
本日は本当におめでとうございました。
昭 和 60 年 10 月 1 日
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記念講演
研究と創造
京都工芸繊維大学長 福井 謙一
富 山 医 科薬科大学に おか れ ま し て は ， 開学十
周年 の 記念式を お挙げに な る ， ま こ と に め でた
い こ の機会に ， お招 き く だ さ い ま し て ， 皆様に
お 目 に か か れ る こ と を た い へ ん う れ し く 存 じ ま
す。 ま ず も っ て ， 10年 の 間 の 数 々 の輝か し い ご
業績， ご 実績に 対 し ま し て ， 心か ら 敬 意 を 表
し お祝い を 申 し 上げ る 次 第で ご ざい ま す。
実 は ， 一昨 日 の こ と です が ， ロ ン ド ン の B B
C 放送 の 記者が私 の と こ ろ へ イ ン タ ビュ ー に こ
ら れ ま し て ， い ろ い ろ 日 本 の サ イ エ ン ス の こ と
に つ い て 聞 い て 帰 ら れ た わ け で、す が ， そ の 最初
の 質 問 は ， I 日 本 は ， ど う し て ノ ー ベ ル 賞 の 数
が そ ん なに多 く な い の か。 そ れ に も か か わ ら
ず\ ど う L て あ な た は ノ ー ベ ル 賞を も ら っ た の
か」 と い う 間 い で あ り ま し た 。 こ れは た い へ ん
答 え に く い の で困 っ た わけ で、すO と い う のは，
「 日 本 に は ， 本来そ う い う 賞 を お受け に な る 方
が し 、 っ ぱし 、 L 、 ら っ し ゃ る ん だJ と ， こ う 言 い ま
す と ， 何か今 ま で の 決定に対 し て 不平 を 言 っ て
い る よ う な感 じ に も な り かね ま せ ん し ま た
「そ う い う こ と は ス ウ ェ ー デ ン に 聞 い て く れ」
と い う の も ち ょ っ と 具合が悪い 。 私 の ， 先 ほ ど
来 ご 紹 介 い た だ き ま し た よ う な 研究 の お 話 を長
々 と すれ ば ， そ れ が一番妥 当 と 思 われ る か も し
れ ま せ ん が， そ れ も 非常に ロ ジ カ ル に は へ ん な
こ と に な り ま し て ， そ う い う 研究が ど う し て ノ
ー ベ ル賞に つ な が る か と い う ， 論理的な 関 連 は
全 く な い わ け で、すO し た が し 、 ま し て ， 非常 に 困
っ て ， 結局， I 日 本は ま だ サ イ エ ン ス の 伝統が
少 な い ， 明 治 時代か ら わずか 120年 く お ら し 、 に し
か な ら な い の で少 な い の だ」 と ， な る べ く 当 た
り さ わ り の な い よ う な ご返事 を し た わ け で、 ご ざ
い ま す が， き ょ う は 私 の研究 に つ き ま し て お話
し L ろ と い う こ と ですけ れ ど も ， た い へ ん お こ
が ま し い わ け です。 し か し ， 一昨 日 の B B C 放
送 の方 に お 話 で き な か っ た こ と を ， き ょ う 皆 さ
ん に お話 申 し 上け、 た い と 思 っ て お り ま す。
私は ， 先 ほ ど ご 紹介に あ り ま し た よ う に ， 化
学 の 研 究 を 40年余 り や っ て き た わけ で、あ り ま す
が ， 化学 と い う の は た い へ ん 評判が悪い と い う
か ， 物理は好 き だ けれ ど も 化学は 嫌 い だ と い う
人 が あ り ま す し 最近 の よ う に 生物 学 の 方 で
も ， ど う も 化学は あ ま り 好か な い と い う 人 も 非
常 に あ る わ け で、す。 そ れ では ， 私 は ， 化学が好
き で あ っ た か と い う と ， 好 き で あ っ た と ， は っ
き り な か な か 言 い に く い の で あ り ま す。 し か
し 非常に化学に 引 か れ て ， ず っ と 化学をや っ
て き て ， そ し て悔い は な い ど こ ろ か ， た い へ ん
そ れ で、 よ か っ た と 思 っ て お る わ け です が ， ほ か
の 方 々 が ， 化学は あ ま り 好か な い と 言 わ れ る
と ， 何かわか る よ う な 気 がす る わ け で あ り ま す 。
自 然科学 で は ， 自 然 の 中 に初 め か ら秘め ら れ
た法則 を ， 何 と か し て 抽 出 し よ う と し て 一生懸
命や る わ け で あ り ま す。 そ れ を 創 造 と い う 言葉
で言 う こ と が あ る か も し れ ま せ ん けれ ど も ， 別
段， 何 も 創造す る の では な く て ， 初 め か ら 白 然
の 中 に潜 ん だ 法則 を， い わ ば 掘 り 起 こ すわけで、
あ り ま す。
そ の 際， 非常に大事な こ と は ， 自 然 科 学 で
は ， 普通は 白 然そ の も の を対象にす る わ け では
な い の です。 自 然 の モ デ ル を対象に し て ， そ れ
に つ い て 論理的処理で も 何 で も 行 う わ け であ り
ま す。 し た が っ て ， そ の モ デ ノレ と い う の は た い
へん重要で、 あ り ま し て ， モデル を ど う 選ぶか と
い う こ と に よ っ て ， 自 然、科学的 な 研究 の 成果 の
段階が決 ま る よ う な場合 さ え あ り ま す。 特 に ，
化学 では モ デ ノレ の選び方 と い う の が た い へ ん 難
し い わ け で あ り ま す。 と い う の は ， き わ め て 複
雑 な 現象を対象に い た し ま す の で， 簡単化 の た
め の モ デ ル を使わ な い 限 り ， ほ と ん ど論理的処
理 も 何 も で き な い わ け で あ り ま す。 そ れ は ， ほ
か の 自 然科学で も 同 じ で あ り ま すけ れ ど も ， 特
に ， 化学 では モ デ ル の設定 と い う の は大 事 で、 あ
り ま す。
私 の場合は ， 化学反応 で あ り ま し て ， 化学反
応 と い う の は ， 普通真空に近い よ う な状態で化
学反応 を起 こ す こ と も で き ま す けれ ど も ， 普通
われ われ が試験管や フ ラ ス コ の 中 でや ら せ ま す
化学反応 と い う の は ， 溶液反応 で あ り ま し て ，
そ れ に は ， 溶媒だ と か ， 反応条件だ と か ， た い
へ ん 複 雑 な 条件 が し 、 ろ い ろ 絡 み合 い ま し て ， そ
れ を う ま く 整理 し な い と ， 何が何だ か 分 か ら
ず ， 到底 自 然法則 な ん で い う も の は 抽 出 で き な
い わ け で、 あ り ま す。 し た が し 、 ま し て ， 普通 だ れ
で も や る こ と で あ り ま すけれ ど も ， 化学反応 と
い う の は た っ た二つ の 間 の分子 の 相 互作用 で あ
る 。 そ し て そ の 際， そ の へん に く っ つ い て い る
溶媒 の分子だ と か ， も ろ も ろ の 外界 の 作用 と い
う の を 捨て 去 り ま し て ， そ し て 本質的に重要な
部分 だ け を 取 り 出 す。 そ う い う モ テ、ル を つ く っ
て い ろ ん な こ と を考 え る わ け で あ り ま す。 私 の
場合 も ， 当然 そ う い う モ デ ル をつ か っ て お り ま
す。 そ の モ デ ル の選択 と い う こ と が， 自 然科学
では ま ずーっ の 関 門 の よ う に な る わ け で あ り ま
す が ， そ う い う ふ う に 自 然 そ の も の を 扱わ な い
で ， モ デ ル に つ い て ， 論理的 な処理をす る と い
う こ と は ， こ れは現代 の 自 然科学 の一つ の 特徴
で は な し 、 か と 思 う の で あ り ま す。
そ う し ま す と ， そ の 自 然法則 と い う も の を何
か つ か み 出 し た と す る と ， そ れ は ， 通常は真理
で あ る と い う ふ う に思われ る わ け で あ り ま す
が ， し か し 自 然科学は 自 然全体一一あ る い は 全
宇宙と 言 っ た ほ う が し 、 し 、 か も し れ ま せ ん が一一ー
を対象に し て い る わ け で は あ り ま せ ん の で， 従
来得 ら れ た い か な る 科学的成果 と い え ど も ， 絶
対 的真理であ る と い う よ う な こ と は な か な か言
い 得 な い わ け で あ り ま す。 た だ科学 の 成果に よ
っ て ， 人類は 一歩一歩真理 な る も の に近づい て
い く こ と が で き る の み で あ り ま す。
自 然 そ の も の と は ， なぜ宇宙全体 で な け れ ば
な ら な い の か と 言 い ま す と ， そ れ は ， 自 然科学
の 対 象に す る も の ， そ れ だ け を ほ かか ら取 り 出
し て 分離す る と い う こ と が な か な か で き な し 、 か
ら で あ り ま す。 こ れは物理学 の ほ う では ， い わ
ゆ る 観 測の 問題 と し て 昔か ら 言 わ れ て い る と こ
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ろ で あ り ま す。 現在， 生物学が進歩 い た し ま し
て ， 人間 の 心， 意識 と い っ た よ う な も の は ， 昔
は 物理的実在 と 切 り 離 し て 考 え ら れ た も の で あ
り ま す。 た と え ば， 私 が 旧 制高校時代に， プ ラ
ン ク の 「世界観 を め ぐ る 戦い に お け る 物理学」
とい う 題 の 本 な ど を よ く 読 ん だ わ け ですが， そ
の と き に は物理的実在 と い う も の を は っ き り と
外へ お い て 論 じ で あ る O そ う い う こ と は ， も は
や現在 で は 生物学 の進歩 に よ っ て で き に く く な
っ て お り ま す。 し た がし 、 ま し て ， い か な る 現象
で も ， 本来あ ら ゆ る 相 互作用全部 を取 り 入 れ て
議論 し な け れば， ほ ん と う の こ と は わか ら な い
わ け で、あ り ま す の で ， し た が っ て ， そ の 途 中 で
得 ら れ る い ろ ん な結論 と い う も の は ， 絶対的真
理 で あ る な ど と は な か な か 言 い に く い わ け で、 あ
り ま す。
実 は ， そ う い う こ と か ら い た し ま す と ， つ い
一昨年ですが， ピー タ ー ・ ミ ッ チ エ ル さ ん が
1 978年 に ノ ー ベ ル化学賞を も ら われた方 で
す が一一 日 本へ こ ら れ ま し て ， 自 治医科大 学で
な さ っ た講演が雑誌に 出 て い た の を 見 た の で、す
が， ご承知 の よ う に ， ミ ッ チ エ ル さ ん は 化学 渉
透庄説 で ノ ー ベ ル 賞を も ら っ た方で、すが 1 人
か 2 人 の 助 手 を つ か っ て ， 全 く 大 学 と 無 関 係
に ， 自 分 で グ リ ン 研究所 と い う の を建 て て ， そ
こ で安い 器械を 少 し使 っ て ， そ し て独力 で研究
を し て ノ ー ベ ル 賞を も ら っ た わ け で、すが， そ の
理論が最初 に 出 ま し た 1960年 ご ろ に は ほ と ん ど
賛成者 が な か っ た。 そ れ が 1980年 ご ろ に は ， ほ
と ん ど 100 %支持 を得 ら れ る よ う に な っ た と い
う い き さ つ が書 い て あ り ま し て ， そ の と き に私
の こ と が ち ょ っ と 出 て く る わ け で、すが一一一そ う
い う よ う に 自 然科学 の成果 と い う も の は ， こ れ
が真理であ る と い う こ と は な か な か 言 い 得 な
い 。 た だ ， だ ん だ ん と 真理に近づ く だ け だ と 。
い ま 私 が言 い ま し た よ う な こ と と 同 じ よ う な こ
と を言 っ て お ら れ ま し て ， そ し て ， 福井の理論
が 出 た と き に も ， 最初は ほ と ん ど支持者 が な か
っ た と い う よ う な こ と が書 い て あ っ た の を覚 え
て お り ま すが ， つ ま り ， 絶対に こ れが真理であ
る と い う こ と は な か な か言 え な い ほ ど， 自 然科
学 の 結果 と い う も の は 複 雑 な も の であ る わ け で
あ り ま す。
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ですか ら ， モ デ ル の選択 と いう の は た いへ ん
重要 で あ り ま す 。 そ し て 次 に ， モ デ ノレを選びま
し た な ら ば ， そ の モ デ ノレの 内部 で ， あ る 一つ の
実験結 果に対す る 前 提条件 を設定す る わ け で
す 。 つ ま り ， も し も 得 ら れ た結 果が， 既知の 自
然法則か ら た や す く 導かれ る も の で あ れ ばそ れ
で いいん ですが ， 今 ま で に 知られ て いる 法則 か
ら 導かれ得な いも の の 場合 に は ， 自 分 で何か前
提条件 を設定 し て ， そ れ か ら 論理的 に処理 Lて
実験結 果を 導 くわ け です 。 そ の論理的 に処理す
る と き に は ， も は や 恋意を 入れ る と いけ な いの
で， こ れ は 論理的思 ;考だ と か ， コ ン ビ ュ ー タ ー
だ と か ， あ る いは論理的に結 果が はっき り つ な
が って いる 物理的な器械 測定 に よ る と か ， そ う
いう ふ う な補助的手段 に よ って 論理的処理を 施
し て 実験結 果を導 くわ け ですが， も し も ， 今 ま
で の 白 然法則 に よ って 論理的処理を 施し て も ，
自 分 の実験結 果が得 ら れ な いと き に ど うす る か
と いう こ と が問 題な わ け で あ り ま す 。
私の 場合 に は ， ち ょっと 様子が違 いま し て ， 私
は 化学反応 の 問 題を取 り 上げた の です が ， そ の
化学反応 につ き ま し て は ， す で に 当 時 ま で に 幾
っ か の 前 提条件 が設定 さ れ て お った わ け で す 。
そ の Jつ は ， こ れ も ノ ー ベ ル 賞を も ら いま し た
イ ギ リ ス の ロ パー ト ・ ロ ビン ソ ン と いう 方 の 始
め た 電子説 と いう 説 に もと ず く も の で あ り ま し
て ， こ れは ご承 知の方が多 いと 思 いま す が， 化
学反応 と いう の は プ ラ ス の 電荷 の部分 と ， マ イ
ナ ス の 電荷 の 部分が 引き 合 って ， そ の 場所で結
合 す る こ と に よ って 反応が起 こ る と す る も の
で ， 分子 の 中 の プ ラ ス ， マ イ ナ ス の 電荷 の 分布
を調べ ま し て ， いわば静 電的 な モ デ、ル を設定す
る こ と に よ って た く さ ん の 化学反応， あ る いは
分子 の性質が説 明 で き て お った の で あ り ま す 。
と こ ろ が ， た ま た ま 私が勤め て お り ま し た の は
燃料 化学教室 と いう と こ ろ で あ り ま し て ， 実は
石油の 成分 で あ り ま す炭化水素 の 研 究 を 主 に す
る と こ ろ で あ り ま し た 。 そ の炭化水素 と いう も
の に つ き ま し て は ， 先ほ ど の 電子説 と いう の が
あ ま り 都合 が よ く な いわ け で、す 。 と いう の は ，
炭化水素 と いう の は ， ご承 知の よ う に ， 分子 の
中 に プ ラ ス の 電荷を持 った場 所， あ る し 、 は マ イ
ナ ス の 電荷を持 った 場所 と いう の が あ ま り な く
て ， ー率 に ， ど こ も か し こ も 電荷が ほ と ん ど ゼ
ロ の分子であ り ま す 。 し た が し 、 ま し て ， 炭化水
素 の 化学反応が分子 の ど こ に 起 こ る か と いう こ
と を調べ る の に は ， 電子説は不 向き で あ る と い
う こ と であ り ま し て ， 必然的経過であ り ま し 土
う が ， そ う いう 教室 に勤め さ せ て も らって いた
お か げで， 炭化水素 の 化学反応 と いう も の に 私
は飛びつ いた わ け て、す 。 そ の いき さ つ を何 と か
説 明 し た いと 思 う わ け で あ り ま す 。
先 ほ どか ら の ご 紹介に あ り ま し た よ う に ， 私
(工学 生時代か ら 非常に 変わ った 勉強を いた し て
お り ま し て ， 応用 的な化学の教室 にあ り な が
ら ， 量 子力 学 の 勉強を し て お ったわ け て、 あ り ま
す 。 理学部 の物理の教室や 数学 の 教室 に 出 入り
さ せ て も ら って ， ひ そ か に 勉強し て お った ， た
L 、 へ ん 変わ りも の であ った わ け です 。 そ の量子
論 を う ま く 使 って 炭 化水素 の 化学反応 の性質 を
説 明 し て や ろ う と 思 った わ け で す 。 そ れに は 分
子 の 中 の 電荷 の分布で説 明 す る の は どう も 具合
が悪 いと いう の で， 夜、が 置き ま し た 前 提条件 と
いう の は ， 今 ま で の ロ ビン ソ ン の 電子説 と は す
っか り違 いま し て ， 化学反応 と いう の は ， 分子
と 分子 の 聞に た がL 、 に 電子が にじみ 出 る こ と に
よ って 起 こ る 。 電子 と いう の は そ れ ぞ れ の 軌道
に 入って 動 いて お り ま す の で， に じみ 出 る と い
う こ と に な り ま す と ， 一つ の 分子 の エ ネル ギー
の A番高い軌道か ら ， ほ か の分子 の エ ネル ギー
の 一番低 い空の軌道 に 向か って 電子 が に じみ 出
る と いう こ と に論理 的に な る わ け で あ り ま す 。
そ う し 、 う 前 提条件 の モ デ ル を使 いま し て化学反
応 の 起 こ り 具合 を 説 明 し た 。 こ れが 一 口 に 言 え
ば私の フ ロ ン ティ ア 軌道理論 と 呼ばれるも の で
あ り ま す。
と こ ろ で， そ こ で 皆様に中し 上 けごた いの は ，
そ の と き に 世界中か らいろ ん な 反論を受 け た わ
け で あ り ま すが ， ど う いう 反論 で あ った か と 一
口 に 申 し ま す と ， そ う いう エ ネル ギ ー の 一 番高
L 、 電子 の 諸ま って いる 軌道， そ れか ら 一 方 の 分
子 の ほ う は ， エ ネル ギ ー の 一番低 い電子 の 詰 ま
って いな い空の軌道 ， そ う しづ特別 な 軌道 だ け
を 考 え て ， ほ か の軌道を 捨て 去 る 。 し か し ほ
か の 軌道 を 無視す る と いう の は け し か ら ん 。 部
分 で も って 全体がわ かる は ずが な し 、 。 実 際 に ，
も し も 電荷 を 求 め よ う と すれば全部 の 軌道 を考
え な い と 電荷は 出 て こ な し 、 。 そ れ に 対 し て ， 部
分 で全体 を議論す る の は何事か と ， そ う い う 非
難 で あ っ たわ け で、 あ り ま す。
と こ ろ が ， 私は ， 部分 と い え ば部分か も し れ
な い けれ ど も ， た と え ば分子 の 中 に電子が 100あ
っ た と し ま す と ， 軌道は50あ る わ け です。 半分
の50 の 詰 ま っ た軌道 が あ り ま し て ， そ の う ち の
一つ だ け考 え る と い う の は ， そ れ は何 と し て も
片 手落 ち で あ る と 言わ れ る の は 無理 も な い よ う
に 思 い ま す けれ ど も ， そ れ を 部分 と 考 え る か ど
う か と い う こ と は 問 題 な の で あ り ま す。 私 は ，
部分 と は考 え な か っ た。 全体 の性質がそ こ に現
わ れ て い る ん だ と 。 そ の こ と は は る か あ と に な
っ て ， 私 の 親友であ り ま す ア メ リ カ の ノ ー ス カ
ロ ラ イ ナ大 学 の パ ー ル と し 、 う 教授が数学的に証
明 し て く れた の で あ り ま す。 そ れ は ， 分子 の 中
の 電子 の 集 ま り の 熱 力学的な性質一一ー熱 力 学 の
言葉では化学 ポ テ ン シャ ル と 言 い ま すがーー と
し て ， つ ま り は 電子 の 集 ま り の化学 ポ テ ン シャ
ル に 関 係 し た量 と し て ， 私 の フ ロ ン テ ィ ア 軌道
の 広 が り 具合を導い て く れた。 と い う こ と は ，
ま さ に部分だ け を 取 り 出 し て い る よ う で あ っ
て ， 実 は そ の部分 と い う の は ， 電子 の 集 ま り 全
体 の 性質を 代表し て い るんだ と い う こ と に な る
わ けで あ り ま す。 単 に ， 部分だ け を取 り 出 し て
全体がわか る と い う こ と は あ り 得 な い 。 た と え
ば ， 富 山 の こ と を一生懸命調べ て も ， 日 本全体
の こ と は わか ら な L 、 。 し か し な が ら ， そ う じ ゃ
な い ん で ， 今 の場合 は ， 部分 の よ う に 見 え ま す
け れ ど も ， 全体 の性質を 代表 し て い る と い う こ
と がは る か あ と に な っ て 数学的 に 示 さ れ た わ け
で あ り ま す。
そ の よ う に ， モ デ ル の選択 と い う こ と が た い
へ ん に大事 であ る わ け で ， そ の モ デ ノレが適切で、
な い と ， あ る 一つ の こ と は説 明 で き ま し で も ，
少 し対象が 変わ り ま す と一一化学反応 で も 種類
が違 っ た り 分子 が違 っ た り い た し ま す と ， そ の
理論は も は や成 り 立た な し 、。 と こ ろ が モ デ ル が
適 切 で あ り ま す と ， 反応 の種類が変わ っ て も ，
分子 の種類が変わ っ て も 広 く 成 り 立つ こ と に な
る わ け で あ り ま し て ， そ れ で私 の 理論 と い う の
が だ ん だ ん と 世界 中 に 広が っ て き たわ け で、 あ り
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ま す。
そ して あ る 時， 私 の フ ロ ン テ ィ ア 軌道理論 と
い う の が ア メ リ カ の 図書館 の 索 引 に あ る か ど う
か 見 ょ う と 思 っ て ， 図書館へ行 っ て 索 引 を 引 き
ま す と ， フ ロ ン テ ィア 理論 と い う の は あ り ま し
た。 と こ ろ が著者 は タ ー ナ ー と し 寸 経済史学 者
で あ り ま し た。 ご承知 の よ う に ， ア メ リ カ と い
う 国 は 東海岸か ら 文化が始 ま っ た わ け で、 あ り ま
す けれ ど も ， フ ロ ン テ ィ ア 精神で絶えず西へ 西
へ と 膨張 し て い っ た。 そ の フ ロ ン テ ィ ア 精神 な
る も の が ア メ リ カ の 経済 を終始 左右 し て き た 。
と い う の が タ ー ナ ー の フ ロ ンテ ィ ア 理論だ そ う
で あ り ま す。 そ れ も やは り 単 な る ア メ リ カ の 西
の端 っ こ の部分 の よ う に見 え ま し でも ， そ こ に
ア メ リ カ 全体 の 勢い が 結集 さ れて い る 。 だ か ら
こ れ は ， タ ー ナ ー の フ ロ ン テ ィ ア 理論 も ， 私 の
フ ロ ン テ ィ ア 理論 も ， 部分 の よ う に み え て も そ
れが全体を 代表 し て い る も の で あ る 。 そ うい う
意味で， 最近い ろ ん な機会 で フ ロ ン テ ィ ア コ ン
セ プト と し 寸 言葉が使われ ま すが， つ ま り ， そ
の部分が全体 の 代表 に な る と い う よ う な場合 に
フロ ン テ ィ ア コ ン セ プ ト と い う よ う な こ と が {吏
わ れ る よ う に な っ た わ け で あ り ま すO
も う 一つ ， 私 が 力 を 入 れ て や り ま し た仕 事 を
皆 さ ん に ご 紹介 し て お き た い と 存 じ ま す。
こ れも 化学反応に関係 し た も の で ご ざ い ま す
け れ ど も ， 私 は 1970年に 「化学反応 の 路 の 理
論」 と い う の を 出 し た わ け です。 先 ほ ど の理 論
と い う の は 1952年 に 出 し た わ け で、あ り ま す け れ
ど も ， 52年 に 出 し て以来， そ れ がい ろ ん な方 向
に 発展 し ま し て ， 方 々 へ行 っ て ， い ろん な話 を
さ せ ら れ た り し た わ け です が， ど こ の 国 へ行 き
ま し で も 決ま っ て 受け る 質問 と い う の は ， rお
前 の 理論は よ く 合 う よ う に 見 え る けれ ど も ， 定
性的に合 う と い う だ け で定量性 がな し 、 。 い っ た
い化学反応 の ス ピー ド と お前 の 理論 と は ど う い
う 関 係 に あ る の か」 と い う こ と を し ょ っ ち ゅう
聞 か れ て は ， た い へ ん 答 え に 困 り ま し た の で，
何 と か し て ， も う 少 し私 の 理論 を 定量化 し た い
と 思 っ て お っ たわ け で あ り ま す。 た ま た ま ， 1 9  
70年 に ア メ リ カ に お り ま し た と き に ， 一つ の 化
学反応 の 路 を 決め る 簡単 な方程式 を提 出 し た わ
け で あ り ま すが， そ れ がも と に な っ て フロ ン テ
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ィア 軌道理論 と い う の が非常に定量化 さ れた わ
け であ り ま す。 も ち ろ ん ， 化学反応 の ス ピ ー ド
も 計算 し よ う と 思 え ば， 手 間 さ え か ければ計算
で き る と い う 状態 に な っ た わけ で あ り ま す。 そ
う い う 意味で， 1970年 の住事 と い う の を 自 分で
ほ か の方は ど う か知 り ま せ ん が ， 私 自 身 は
割 に こ の 仕事を し て よ か っ た と 考 え て お る わけ
で あ り ま す。
そ れは い っ た い ど う い う こ と か と 申 し ま す
と ， 先 ほ ど 申 し ま し た化学反応 の モ デ ル と い う
の を ， 今度は ， 分子 の 形を 決め る 座標と い う 量
を 使 っ て そ の 座標で示 さ れた ポ テ ン シ ャ ル空間
を考 え， そ の 中 で組み 立て る の です。 分子 と 分
子か ら な る 反応系が一定 の核配置を と り ま す
と ， そ れ に 応 じ て 量子 力学的に ポ テ ン シ ャ ル エ
ネ ル ギ ー が計算で き る わけ です。 そ れ は ， 克 明
に ， 一 々 座標を変 え て 計算 し ま す と ポ テ ン シ ャ
ル の一つ の地 図 が で き 上が り ま す。 ち ょ う ど ， こ
れ は 曲 面 の玉っ き 台 を 等高線図 で表 わし た よ う
な 図 が で き 上が り ま す。 化学反応 と い う の は ど
う い う も の か と 申 し ま す と ， そ の う ち の 一つ の
盆地 の よ う な と こ ろ か ら ， 別 の 盆地 の よ う な と
こ ろ へ峠 を越 え て 進 ん でしぺ。 そ う い う も の で
あ る と 考 え る わけ で、あ り ま す。 そ の化学反応 の
起こ っ て し、く 道 を 数学的に表 わそ う と し た わけ
で あ り ま す。 実 は ， お読み に な っ た方 も 多 し、か
と 思 い ま す が， 昔か ら 一一私た ち の 学生 の 時分
か ら ， ア メ リ カ の ア イ リ ン グ と い う 先生 が お書
き に な り ま し た 「速度過程論」 と し 寸 本 が あ っ
て 化学反応 の速度 の 絶対計算 を や ろ う と い う 趣
旨の 本 で あ り ま す け れ ど も一一そ れ が化学反応
速 度 の 研究 の一つ のパ イ フ 'ル の よ う に な っ て お
り ま し た が ， そ の 本 に ， そ う い う ポ テ ン シ ャ ル
の 図 がた く さ ん 書 い て あ り ま し た 。 し か し ， そ
の 中心 に な る よ う な 化学反応 の 経路 に 関 し て は
ち っ と も 定義 さ れ て い な い の で、すO そ れは ど う
い う わけ か わか ら な か っ た の で、す が， 私は非常
に不思議 に 思 っ て ， そ れを ひ と つ 定義 し て や ろ
う と 思 っ た わけ で、すO 化学反応 は ， そ の ポ テ ン
シ ャ ル の 曲 面 の玉っ き 台 の よ う な と こ ろ を一つ
の 盆地か ら ほ か の 盆地へ 古典的に 申 し ま す
と ， ジ グ ザグ の 道 を進 ん で， 峠を越え て ， 盆地
か ら 盆地へ行 く ん ですが， そ の ジ グ ザグ コ ー ス
の 中心 に な る よ う な ， そ う い う 道 を数学的に定
義 し よ う と い う わけ です。 そ れ が ， ど う し て そ
ん な 簡単 な こ と が-一簡単 と い う の は ， 私が定
義 し て か ら 言 え る こ と な の です け れ ど も ， 結
局 ， 非常に簡単 な こ と だ っ た の で、すが 一一そ れ
ま で， そ の 本 に も 書い て な い し， ほ か の だ れ も し
て い な か っ た の か ， ど う し て そ う い う こ と が 起
こ り 得た の か ， 私 に は い ま だ に よ く わか ら な い
の です。 私 が と っ た そ の新 し い方法 で は ， イ ン
ト リ ン シ ッ ク ・ モ ー シ ョ ン一一極限運動一ー と
い う 概念 を 使 う の です。 こ れは い わば速度 ゼ、ロ
の運動であ り ま す。 速度 ゼ、 ロ の運動 と い う と ，
皆 さ ん は 背の ギ リ シ ア の エ レ ア の ゼ ノ ン の パ ラ
ド ッ ク ス と い う の を思 い 浮 か べ る と 思 い ま す
が ， ア キ レ ス は カ メ に追い つ け な い ， あ る い は 飛
ぶ矢は飛ば な い ， 動い て い る も の は 静止 し て い
る ， そ れか ら半分の も の は 2 倍 の 長 さ の も の に
等 し い と か ， そ う い う い ろ ん な パ ラ ド ッ ク ス を
出し た 紀元 前 4 ， 5世紀 の 人 で あ り ま すけれ ど
も ， こ の ハ イ パ ラ ド ッ グ ス を思 い 浮 か べ ら れ る
と 思 い ま す が， í飛ぶ矢は飛ばず」 と い う よ う な
速度 ゼ ロ の運動 と い う の を考 え た わけ で、すO そ
う し ま す と ， ジ ク ザ グ が と れ る わけ です。 そ う
し て ， あ と は量子 力学的 に 計算 さ れた ポ テ ン シ
ャ ル の表面 を古典 力学的に各原子に働 く 力を 計
算い た し ま す と ， そ の ジ グ ザ グ の と れ た運動の
経路が連立徴分方程式 の形 で 出 て ま い り ま す。
た っ た そ れ だ け の簡単 な こ と で あ り ま す。 私は
そ の論文を ア メリ カ 化学 会の会誌に投稿 し たわ
け です が ， ど う い う 返事が く る か ピ ク ピ ク し て
待っ て お り ま し た。 や が て ア メ リ カ 化学会 の物
理化学雑誌 の編集者か ら 手 紙が ま い り ま し て ，
こ の論文は オ リ ジ ナ リ テ ィ は な い け れ ど も 載せ
る と い うわけ です。 オ リ ジ ナ リ テ ィ が な い と い
う の は は な は だ 気 に く わぬ か も し れ ませ ん け れ
ど も ， し か し ， 私 自 身 が そ ん な簡単 な定式化 に
そ う 大 し て オ リ ジ ナ リ テ ィ が あ る と は 思 っ てい
な か っ た の で ， と に か く 載せ る と い う の で、たい
へ ん 喜 ん だ わけ で、あ り ま す。 そ の 結果， 極限反
応座標と 呼ば れ る 化学反応 の路が定義 さ れ て ，
そ し て ， 現在 そ れ が量子論 的に ど ん ど ん 計算 さ
れ て い る わけ で、 あ り ま す。 そ う い う 路 を定義 し
たた め に ， そ の 路に沿 う 化学反応 の速度 と い う
も の を波動力学的に 一一原理的に ですけれ ど も
一一計 算 で き る よ う に な り ま し て ， 私 の 研究室
では細 々 と や っ た わけ で、すが， ア メ リ カ で は ，
も っ と 詳 し い理論か ら 出 発し て ， さ ら に精密な
方法で化学反応 の速度を波動力学的に求 め る こ
と が現在行われか けて い る わけ で あ り ま す。 波
動力学的 と 申 し ま す の は ， 化学反応 と い う も の
を ， ポ テ ン シャ ル の空間 の あ る 場所か ら あ る 場
所へ， 波束が移 っ て い く ス ピー ド を量子論 の 方
法で計算す る と い う 意味 で あ り ま すが， そ う い
う こ と に よ り ま し て ， 化学反応 と い う も の が 今
ま で統 計 力 学 的 な 古典論あ る い は 半古典 的 な 方
法 で の み絶対反応速度が計算 さ れ て お り ま し た
の が ， 今度は純量子論的 な方法で計算で き る 路
が 聞 か れ た 。 ですか ら ， そ う し 寸 意味では化学
反応 の 路に 関 す る 私 の極限運動 と し 、 う 概念 は た
い へ ん う ま く 実 を結 ん だ と 言 え る と 思 う わ け で
あ り ま す。
そ し て ， そ の 時 十こ ， 化学反応 の性質 の 一般化
と い う こ と も や り ま し た。 そ れ は ど う い う こ と
か と 申 し ま す と ， た と え ば ， い ま ， 炭素 ， 水素
酸素 と い う よ う な 任意 の元素を い く つ か任意 の
数持 っ て ま い り ま し て ， そ れ が反応系 を形づ く
っ て い る も の と し ま す。 つ ま り CnHmOpNq. . と
い う ふ う な ， そ う い う 任意 の化学反応系 と い う
も の を考え る わ け で あ り ま す。 ど ん な 系 で も い
い わ け です。 そ れ と ， そ れ に 対 し て ポ テ ン シャ
ル の 曲 面 を つ く り ま す と ， そ れ は た だ 一つ一義
的 に 決 ま る 。 と い う の は ， そ の反応系 の ポ テ ン
シャ ル の ミ ニ マ ム と か マ キ シマ ム と か ， そ う い
う 特別 の ポ イ ン ト は全部求 ま り ま す。 現在 の コ
ン ピュ ー タ ー の 力 で は そ う い う も の が求 ま る か
ら です 。 そ う し ま す と ， 先ほ ど の私 の方程式 の 解
と い う の が ， ポ テ ン シャ ル の空 間 を い く つ か の
部屋一一部分空間 と し市 、 ま す一ーに分け ま す。
化学反応 と い う の は ， そ の部屋 の 中 に一つ あ る
一番 ポ テ ン シャ ノレ の低い と こ ろ か ら ， 別 の任意
の部屋 の ポ テ ン シャ ル の 一番低い と こ ろ へ 向 か
つ て 波束が拡散 し て し 、 く 現象 で あ る 。 そ う い う
ふ う に ， 非常に一般的 に化学反応 と い う も の を
定義す る こ と が で き ま すO そ こ に 現わ れ る 空間
と い う の は ， ア イ ン シュ タ イ ン の 一般相対論 の
空 間 と 同 じ く ， 一般に リ ー マ ン 空間 で あ り ま
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す。 そ う い う ふ う に ， 化学反応 の 理論 の 中 に ，
一般相対論 と 同 じ性質を持 っ た空 間 が現わ れ て
く る 。 そ れ も 私 の極限速度 の 理論 の た い へ ん お
も し ろ い 一つ の結果であ っ た わ け で、 あ り ま す。
そ う い う ふ う な こ と を私はや っ て ま い り ま し
て ， 現在 も ま だ そ う し 、 う 枝葉がず っ と 続い て お
る わ け で あ り ま すけれ ど も ， そ れ で、私が何か創
造 し た か と し 、 し 、 ま す と ， 別 に何 も っ く り 出 し て
は い な い わ け で あ り ま すO た だ 新 し い 概念 を 導
入 し た り ， 新 し い方法 あ る い は新 し い 化学反応
の モ デ ル を 提出 し た だ け に す ぎ な い わ け で あ り
ま す。
創造 と い う こ と は よ く 使い ま す げれ ど も一一一
そ れ は 自 然科学で は た い へ ん に難 し い こ と で あ
り ま し て ， 何か新 し く 発見 す る と い う こ と を創
造 と い う な ら ， そ れ は ， 創造 と い う の は い ろ ん
な段階があ る わ け で、 あ り ま すけれ ど も ， 何か新
た に ， 今 ま で に な か っ た も の を つ く り 出 す と い
う 意味 な ら ， こ れ は 自 然科学では た い へ ん 難 し
い わ け で あ り ま す。 芸 術あ る い は 文学 で は ， 創
造 と い う こ と は ， ほ と ん ど い つ も つ き ま と う わ
け で あ り ま す けれ ど も ， 自 然科学では ， 創造 と
い う こ と は な か な か 容 易 に 使 え な い 言葉 であ り
ま す。
自 然科学 の ノ ー ベ ル賞 の 受賞対象に な る 業績
と し て ， 物理学賞は ， 発見 ま た は 発明 と い う こ
と に な っ て お り ま す。 それか ら化学賞は 発見 ま
た は 改 良 と な っ て い る 。 私 な ん か は 改 良 ぐ ら い
の と こ ろ か も し れ ま せ ん O 要す る に ， 発見 ま た
は 改 良 と い う の が入 っ て い る 。 そ れ は ア ル フ レ
ッ ド ・ ノ ー ベ ル の遺言 に そ う 書い て あ る の で あ
り ま し て ， こ れ は非常に注 目 すべ き 点だ と 思 い
ま す。 ア ル フ レ ッ ド ・ ノ ー ベ ル 自 身化学者 で，
化学 と い う の は ， い か に複雑で， 改 良 で も な か
な か価値 の あ る も の が あ る と い う ふ う に思 っ て
お っ た の か も し れ ま せ ん 。 そ れ か ら 生理学 ・ 戻
学賞は 発見 だ け で あ り ま す。 いずれ も ， 創造と
い う こ と は 容易 に使 っ て は い な い わ け で あ り ま
す。
た と え ば ， 数学 で あ れ ば ， そ れは論理 の世界
で ， そ こ に秘め ら れ て い る あ る 論理 的 な 関 連 ，
つ ま り 自 然 の で き 具 合 と は 無 関 係 に ， 自 然 と い
う も の と 離れ て 論理的 な 関 連 を ， 今 ま で 隠さ れ
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て い た ， み つ か ら な か っ た論理的関係を導 き 出
す と い う こ と は ， こ れは 発見 あ る い は 創造 と 言
え る か も し れ ま せ ん O あ る い は 新 し い 論理体系
を つ く り 出す ， こ れ も 創造 と 言 え る か も し れ ま
せ ん 。 し か し 自 然科学 では な か な か創造 と い
う こ と一ー も ち ろ ん ， 発見発明 と 同 義語に考
え れ ば ， そ れ は そ れ で い い ん ですけれ ども一一
ほ ん と う の 意 味 の 創造 と い う の は ， な か な か 難
し い わ け で あ り ま す。
し か L ， 今後 の 自 然科学に お き ま し て は ， 自
然科学 にお け る 創造 と い う こ と が普通に考 え ら
れ る こ と に な る か も し れ な い と 思 う わ け で あ り
ま す。 と い う の は ， 自 然科学で は ， 一般に何か
研究を進め る に 当 た っ て ， と に か く 自 然 の 中 に
隠さ れた法則性を みつ け る 。 そ の た め に ， ま ず
われわれがや り 得 る こ と は 自 然を分割す る こ と
です。 細か く 分 け て 考 え る 。 た と え ば ， 生物学
で あ れ ば ， 個体を器官に分け， 器官 を細胞に分
け ， 細胞 内 の い ろ ん な 小器官 を 考 え ， そ の小器
官を構成す る 化学物質を調べ る 。 あ る い は ， 最
近 で は そ う し、う 化学物質 の 電子状態 ま で 調 べ
る 。 そ う い う よ う な ふ う に ， 細か く 細か く 分け
て い き ます。 し か し ， そ れ で、生物 と い う も の ，
あ る い は個体 と い う も の ， あ る い は 器 官 の 働 き
と い う も の が 了 解 さ れ るか と い う と ， そ れは 決
し て さ れ な い わ け で あ り ま す。 今度は， そ う い
う ふ う に調べ上げた も の を再び組み合わ せ て ，
統合 し て ， く っ つ け合わせ て ， そ し て ま と ま っ
た も の に し て ， そ こ で細胞 の働 き ， あ る い は 器
官 の働 き と いう も の を 了 解 し よ う と す る わ け で
あり ま すO そ れ は ， 物理学で も 化学 で も 同 じ で
あ り ま し て ， 分割 し さ ら に分割 し て 得た概念
を再び組み合わす。 そ L て 物 質 の 性質 な ら 性
質， あ る い は 生物 の機能 と い っ た よ う な も の を
了 解 し よ う と す る の が常 で あ り ま し て ， 科学は
現 在ま で そ う い う ふ う に し て 進 ん で き て お る わ
け で あ り ま すO 問題は， 再 び組み合わせ る と き
に ， つ ま り う ん と 調 べ て ， 細か く 調べ あ げた も
の を再び組み合わせ る 再統合 の と こ ろ に創造 の
チ ャ ン ス が あ り は し な い かと い う こ と で あ り ま
す。
そ れ は ， 再統合 に 当 た っ て は ， 再統合 の仕方
と い う の は ， い わ ば無限に あ る わ け で あ り ま
す。 われわれが今 ま です こ し も 考 え た こ と も な
い ， そ う い う 再統合 の仕方があ り 得 る わけ で あ
り ま す。 そ れ は ， 化学 の ほ う では ， 原子， 分 子
の 性質 と い う も の を調べて ， 今度 は そ れ を化 学
反応 に よ っ て 自 然に な い も の を つ く り 出す こ と
は で き たわ け で、すO し か し な が ら ， 自 然 に な い
も の と し刈、ま し て も ， 今 ま でに知 ら れ て い る 自
然 に あ る 物質や反応 に ち ょ っ と 手 を 加 え た に す
ぎ な い わ け で あ り ま し て ， と て も 創造 と は ， な
か な か言 い に く い も の で あ り ま す。
し か し な が ら ， 最近物理学 の ほ う では ， た と
え ば超伝導物質 と い っ た よ う な も の ， あ る い は
そ れ を 化 学 の ほ う で有機物 でつ く ろ う と い う よ
う な こ と が行われ て お り ま す が， そ う い う 新 し
い 物性論 に お い て は ， そ う い う こ と が今後可能
で あ り ま し て ， 今 ま で 自 然に存 在し な い し ， 自
然か ら ヒ ン ト の 得 ら れ な い も の を つ く り 出す と
い う こ と が ， い わ ば普通 に と 言 え る か ど う かわ
か り ま せ ん けれ ど も ， そ う め ず ら し く な く 行わ
れ る と い う ふ う に な っ て い く の で は な い か と 私
は 思 し 、ま す。
そ の ほ か に も ， 再統合に 際 し て ， 今後期待で
き る も の ， た と え ば平衡に な い 系 ， 非平衡系，
あ る い は 準 安定系， こ れ ら は ， 長 い 間 か け て 地
球上に存 在し て い る 安定系 と は違 う も の で あ り
ま す。 し か し ， た と え ば半減期 が 100年 と い う
よ う な 準 安定物質が あ る と し ま す と ， そ れ は わ
れわれ の 使い場所に よ っ て は ， 十分そ れ を 実用
す る こ と が で き る わ け で あ り ま す。 そ う い う よ
う な ， 今 ま で 自 然か ら ヒ ン ト が得 ら れ な い も の
を ， 今後考 え 出し ， っく り 出し て し、く 。 い わ ば
ほ ん と う の創造 と い え る か も し れ ま せ ん が， 少
な く と も 化学や物理学 の ほ う では そ う い う こ と
が考え ら れ る わ け で あ り ま す。
生物 の ほ う で も ， そ れ は 昔 で、 も ， 園芸 に よ っ
て 新品種を つ く り 出す 一一自 然に な い もの を つ
く り 出し た か も し れ ま せ ん が， そ れ は 自 然 の 知
恵 の範囲 内 であ る と 言 え る と 思 う の で あ り ま
す。 現 在で は ， も はや 自 然 の 知恵 の範 囲 内 で お
さ ま ら ず に ， 再統合 の と き に， 今 ま で の 自 然 に
な い も の を つ く り 出す と い っ た よ う な こ と も 行
わ れ か け て い る と 思 い ま す。 そ の と き に は ， わ
れ わ れ は い ろ ん な こ と を考 え さ せ ら れ る こ と が
あ る か も し れ ま せ ん けれ ど も ， 少 な く と も ， そ う
い う 意味で， 再統合に お い て 今後 ほ ん と う の 自
然科学的創造が行われ る ， そ う し づ 時代に 入 り
つ つ あ る の では な い か と 思 う わ け で、 あ り ま す。
特 に 私 が 申 し 上げ、た い の は ， あ ら ゆ る 生物 を
構成す る 生物体 に 特有 な 化学物質， つ ま り そ れ
は 核酸 と 蛋 白 質 の系 で あ り ま す け れ ど も ， そ う
い う も の は ， す べ て あ る 構成単位が一定 の 順序
で配列 し て で き た系 で、あ り ， そ の 一 定 の 順序 に
よ っ て 分子 の 中 に情報 を持 っ て い る 系 と い う も
の は ， そ れ が 生物 の あ ら ゆ る 機能 の 基本であ る
と 私は 信 じ ま すけれ ど も ， そ う い う も の に 関 係
し た 創造 と い う も の が， 今後 ど う い う ふ う に 発
展 し て い く か ， こ れは た い へん 関心を持た ざ る
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を 得 な い と こ ろ であ る わ け で ご ざい ま す。
き ょ う は ， た い へ ん お こ が ま し い 次 第 で あ り
ま す けれ ど も ， 私 の 仕事を 中心 に お話 し ま し た
の で， 1創造」 と い う こ と に つい て な か な か 入
っ て い け ま せ ん で し た。 1研究 と 創造」 と い う
題 に ふ さ わ し く な し 、 か も し れ ま せ ん けれ ど も ，
私 の 一番 よ く 知 っ て い る ， 今 ま で に や っ て ま い
り ま し た こ と を 材料に し て お話 を 申 し 上 げ た わ
け で ご ざし 、 ま す。
富 山 医科薬科大学が， 今後 ま す ま す ご 発展 さ
れ る こ と を心か ら お祈 り い た し ま し て ， 私 の 話
を終わ ら せ て い た だ き ま す。
永 ら く の ご 静聴あ り が と う ご ざし 、 ま し た 。
昭和60年 9 月 30 日
18 ð有1主主 記念事来
教育と医療
日本学術振興会理事長 木田 宏
本 学 が ， -1-周年を 迎 え ら れ ま し て ， ほ ん と う
にお め で と う ご ざい ま し 7ニO
創設に当J三っ て ， 当時省 内 で一番尽力 を い た
し ま し た の は， 当時 の 大学 局長 の 井 内 さ ん で ご
ざL 、 まし て ， 私は ， 1可僚と し て ， た い へ ん な こ
と だ な と思いな が ら ， 本学 の 発足 を 感嘆の 目 を
もっ て 見て お っ た の で ご ざい ま す。 本 来 な ら ば
当の 井[}jさん が来 て お 喜び を 中し }二げ る の が 一
番L叫 、 とは思っ た の で ご ざい ま す が ， 学長 の お
招きによ りま し て 寄せ て い ただ きま し た。
実(土 教育 と 医療 」な ど と い う 大きな 課題
を 考 え て ， う っ か り 口に い た し ま し た の は ， ご
案内 を m�、た 約 l午前 の 当時， 教育 問題が だ ん
だ ん 1止とやかま し く な っ て お り まし て ， 臨時教
育 審議会を つく る と い う 動 きも出 て お り ま し
た 。 ま た， そ の 数年前か ら ，日 本 の 教育 は ， ど
っ ちを 向 いて ， 何を し て お る ん だ と い う 議口命も
j包こ っ てお り ま し た 。
そ ん な と ころ か ら ， 教育を全体;と し て 考 え !立
さ な け ればなら な い な と い うこ と を 考 え ， ま
た， 教育と 医療 と の 関係とい うもの も， 自 分 な
り に考えて みた い と い う こと で， こ う い う 大 そ
れ た 題を かか げさ し て い た だ きま し た 。
臨教審の 議論を み て お りま し て も， 教 育 に つ
いて の いろ ん な 議論が ， 勝手ほ う だし 、 に11 て く
る と 言えそう で あり ま す。 これ は やむ を 得な い
ん だ な あとぜ、う の で ござい ます が， 教育 と い う
の は ， たいへ ん 大きな 仕事て、こざいま し て ， 皆
さ ん が， それ ぞれ 何ら かの 側面 で 経験 を し体
験 を し てお ら れ る 。 そ の 体験 に基づい て 困っ た
点を 挙げて いきま す と， そ の 人 の ご 体験 とし て
は ， ま こと にそ の とお り と い う ご 志見が ， あっ
ちへ 向 いたり こっ ちへ 向 い た り し て 出 て く る わ
けで ありま し て ， 収拾がつきま せ ん O
私;工， 国立教育研究所と し、う ところ にL 、 た も
の で ございま すか ら ， 私な りにい っ たい ， 教育
と は ど ういう 構造に な っ て お る の だ ろ う か と い
う こ と を ， 思案もし ， 勉強もさ せ て もら い ま し
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ど な たもお わか り に な り ま す よ う に， 教育 と
いう 姿の →番プ リ ミ テ ィフな 形は ， 教師と 生徒
と い う の が お り ま し て ， 教師が ， 知識を 持ち，
J支術 を 持ち， そ し て 教材 ・ 教具を 使 っ て 生徒 を
指導す る わけ です。 そ の 知識と 中し ま す の は，
初期 の ころ は ， 哲学 ある い は倫理学 で あり ， だ
ん だん 学 問が進 ん で ま い り ま す と ， 心理学， 社
会学， そ し て 今日 で は マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
論だ と か ， そ う しづ学 問の 領域が， 教 育 を 進 め
て L 、 く 知識と し て かみ合 っ て く る と い う ふう に
なっ て お る わけで、あり ま す。
ど う も教育学 と い う の が ， そ の 中 で ど こ へ 位
置づげら れ る の か と い う の は， 私l土ま だ よ く わ
か ら な い の で ござい ま す け れ ど も， 教自rliが ， そ
の 教自Iliの 知識ある い は 技術 で， 教材 ・ 教具を 使
って 子供を指導す る とい う の が ， 教育と い う 吉
葉の A番の 原 型 と し て 使われ て きた ほん と
う に 原 型か ど う か は ， 追っ て 考 え て もみ た し 、 と
思っ て お る わけで、あり ま す けれ ど も一一そ う い
う 教育 の 取が ， ど ん な 意味を もっ て い る の か と
L火 、 ま す と ， 例 え ば �ょう山岩男先 坐の よ う な 哲
学 の 立場か ら は ， I教育 は 人 |品lを 人 間 と す る 技
で ある ， 可能性 の 人 間 を 人 間 の 現実に 高め る も
(注1 ) 
の だ 」こ う い う 1引 、 方を さ れ ま す。
し か し 教育 学 の 人 た ちは ， そ れ に ど う い う
意味づけ を す る か と し火 、 ま す と ， 1子供を よ く
しよ う と す る 意図的 な 働きか けーで ある jと い う
-;j>\. 、 }jに な る の で あり ま す。 こ れ は ， 慶応 の 村
井実さ ん と し寸先生が ヲ い ま 教育学 で は 現役で
一香活催し て い ら っ し ゃる 人ー て、 ご ざい ま す け
れとも， そ の よ う な l円 、 方 を さ れ る の で あり ま
(注2 ) 
す。 もむろ ん こ れ には た く さ ん の 内 容 を 含ん で
お る の です け れ ど も， か い つま ん だ エ ッ セ ン ス
と し ま す と ， そ う い う 己\")jに な り ま す。
同 じ こ と を ， 東 大に お ら れ ま し た 'ltf原誠 Aさ
ん は一一亡く な ら れ ま し た けれ ど も 「 自 然
成 長 的 な 形成 の 過程 を ， 望ま し い 方 向 に向 か つ
て ， 目 的 忌;識的 に 統御し よ う と す る 営み ， この
営み が教育 で ある 」こ う い う ふう に言われ る の
〔注3 ) 
で あり ま す。
ですか ら ， 教育学 の 人 た ちは ， 教育 と いう 問
題を ， 何か 目 的 を もっ て ， 意向的 に ， 子供を そ
ちら へ 引 っ 張っ て い こう と す る ， こ れ が そ の 原
型 の 中 に あ る 作用 で あ り ， 教育 の意味であ る ，
こ う い う 説 明 に な っ て く る わ け で ご ざい ま す。
医療 と い う も の を 考 え て み ま す と ， 医療 も ，
医 師 と 患者 と い う の が お り ま し て ， そ し て 医師
は 知識 を 持 ち ， 技 術を 持 ち ， 器具や薬剤 を使 っ
て 患者 を 治療す る と い う 関係 に あ る と 思 う の で
あ り ま す。 そ の意味では， そ の 関係 は全 く 同 じ
だ と い う ふ う に思 い ま すO そ の 際に ， 医学は生
理学で あ り ， 病理学 であ り ， 薬理学 であ り ， 物
理 で あ り ， 化学であ る と い う よ う に ， 主 と し て
い ま ま で の と こ ろ は ， 自 然科 学 の諸科学 を 総合
的 に 知識 と い た し ま し て ， そ し て 患者 の 治療に
当 た っ て き た と い う ふ う に考 え る こ と が で き る
か と 思 し 、 ま す。
余談で ご ざい ま す が， 私は長 い 間 役所 で仕事
を し て お り ま し て ， 率直 に 申 し て ， 医学部 と い
う も の の大 き さ を ひ し ひ し と 感 じ ま す。 こ れは
い ろ ん な意味で， 諸科学 の総合で あ る と い う 思
い で あ り ま すO ですか ら ， 工学， 農学等 い ろ ん
な ほ か の学部 に比べ て ， 医学 と い う の は そ れ を
全部合わ せ た ほ ど の大 き さ を 感 じ る の で ご ざい
ま す が， や は り 人間 と い う も の を 診 て ， そ し
て ， い ろ ん な 知識 を 総合的に使 っ て ， 病気 を 治
し て い く と い う 構造に な っ て お る か と 思 い ま
すO
こ う し 寸 医療 の 姿 の基本 は ， 川 喜 田 愛郎先生
の 書かれた も の に よ り ま す と ， I個 々 の患者 の
診療 を 目 的 と す る ア ー ツ で あ る ， 技 術で あ る J
こ う い う ふ う に お っ し ゃ っ て お ら れ る わ け で、あ
り ま す。 そ し て ， そ れ は 「二つ の 人格 の 聞 に成立
す る 社会的， 技 術的， 倫理的行為であ る 」 こ の
よ う に も 敷桁 し て 解説を し て お ら れ ま す。 し か
し 医療 を施 し て い ら っ し ゃ る 先 生方 の ほ う で
も お感 じ に な る と 思 う の です け れ ど も ， や は り
医療 の効果が上が る と い う た め に は ， 患 者 に ， 治
っ て い く 力 と い う も の が な い と ぐ あ い が悪し 、 。
そ こ で川 喜 田 先 生 も 結局 の と こ ろ 「医 師 の 任務
は 自 然治癒力 の 介助 であ り ， 個 人 の 癒 え る 力 を
助 け る こ と だ 」 と ， こ う い う ふ う に お っ し ゃ る
(注 4 )
の で あ り ま すO
そ う い う 医師 と 患者 の 関係 と い う こ と を考 え
て み ま す と ， そ の 人 間 関係 に お い て 信頼 関 係 が
あ る と い う こ と が ， 治 癒 力 に 関 係 し て く る 。 そ
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れ は 私 ど も も ， 病気 に な り ま し て お医者 さ ん の
前へ行 き ま す と ， やは り お 医者 さ ん の全体か ら
伝わ っ て く る 信頼感 と い う の が， あ る の と な い
の と で は た い へ ん 違 う よ う に思 う わ け で ご ざし 、
ま し て ， こ う い う 人間 関 係 で ， そ の患者 の 持 っ
て い る ， 人間 の 持 っ て い る 治 る 力 を わ き 立た せ
る 何か が な い と ， ほ ん と う の 治療 の 効果は上 が
っ て い か な い の では な し 、 か と い う ふ う に考 え ま
す。
こ の 点 で は ， 教育 も ま た 同 じ で ご ざ し 、 ま し
て ， い か に先生が一生懸命 に ， 知識 を 持 ち ， 教
材 ・ 教具 を 使 っ て 生徒 を 指導い た し ま し で も ，
生徒 の ほ う に 聞 く 耳 が な く て ， 横 を 向 い て い
る ， と い う の では 教育 に な り ま せ ん O 今 日 の 荒
れた教室は ま さ に そ う い う こ と に な っ て お る わ
け で ご ざい ま し て ， “ 教師 は そ こ で し ゃ べ っ て
い る のが職務だ ろ う ， だ か ら お 前勝手 に し ゃ べ
っ て おれ ば し 北 、 じ ゃ な い か ， わ し ら は こ ち ら で
楽 し い こ と が あ る ん だ か ら ， 自 分 の こ と を す る
ん だ 凶 と い う の で， 中学生た ち は 横 を 向 い て お
る 。 こ れ では 教育 に な ら な い の で ご ざい ま す。
教育 で も ま た教師 と 生徒 と の 間 に ， 信頼関係 が
な け れ ば な り ま せ ん 。
と こ ろ で， 教育学 の 立場か ら は ， 自 然 発生的に
伸 び て い く も の に対 し て ， 何か 目 的的 に つ け 加
え よ う と す る 意 図 的， 組織的な も の が教育 で あ
る ， と い う 考 え 方 を 取 ろ う と す る 。 そ う し な い
と ， 教育学が科学に な ら な い ， と で も い っ た ，
ど こ か し ら そ う い う 負 い 目 を持 っ て お る の では
な い か と 思 わ れ る の です。 そ の た め に 教 育 学
は ， 宮原 さ ん の 例 で 申 し述べ ま し た よ う に ， 自
然成長 的 な形成の過程 と い う の が前 提 に あ っ
て ， そ れ を 望 ま し い 方 向 へ持 っ て い く と い う ふ
う に 言 お う と す る わ け で あ り ま す。
こ う い う 考 え方に対 し て ， 福 田 恒存氏 は 真 っ
向 か ら ， だ か ら 教育 と い う も の がつ ま ら な い議
論 に な る ん だ。 科学的方法で操 る こ と の で き な
い 人 間 の 心 と い う 現実 を ， 一応横に置 い て し ま
っ て ， 何か 自 分が ア ク シ ョ ン を取れば， こ ち ら
へ子供が行 く で あ ろ う と い う よ う な構造 で教育
論 を組み立 て る か ら ， つ ま ら な い こ と に な る と
(注 5 )
言 わ れ て い る 。
実 際 の と こ ろ ， 教育 に お い て も ， 本人が勉強
20 第 1 章 記 念 事 業
す る と い う 気に な ら な ければ， 教育 の効果は達
し な し、。 し か し 本人が勉強す る と い う こ と
は ， そ の こ と 自 体を 教 え る と い う こ と は な か な
か で き な い の で あ り ま し て ， そ れは結局， 教師
が 生徒 と の 関 係 に お い て ， そ の感化 力 を及ぼ し
て い く と い う こ と が な け れ ば な ら な し 、。 医療に
お い て ， 医 師 と 患者 と の 聞 に信頼関係が必要で
あ る と 同様 に ， 教育 に お き ま し て も ， 教師 と 生
徒 の 聞 に ， 尊敬 と 信頼 の 関係 と い う も の が ， ま
ず 前提 と し て な ければ教育 と い う も の が動か な
い わ け で あ り ま すO
し か し そ の 点 につ い て 福 田 恒 存氏 は ， 教育
に お い て は ， 先 生 と 生徒 の 聞 に ， 先生に対す る
生徒 の信頼感があ る と し 寸 前提 で ， そ れ を先 生
は信頼 し て し 、 し、と い う 建前で行動 し て い る 。 け
れ ど も ， そ れ を た い へ ん 安易 に考 え て は い な い
か 。 ほ ん と う は そ こ が問題では な い の か と い う
意 味 の こ と を ， 戦後 の 混乱 の 時代に評論 と し て
書 い て お り ま すが ， ま さ に そ こ が今 日 間わ れ て
い る の だ と い う ふ う に思 う の で ござい ま す。
と こ ろ が， 学ぶ側 の 勉強 し よ う と す る 意思 ，
学ぶ意思， 意欲， 学ぶ 力 と い う も の を ， 教育 の
一番基本だ と 考 え て お ら ね る 方 々 は ， 教育 の 完
成 さ れた 姿 は ， I 自 己教育」 で あ る と い う こ と
を 言 われ る の で あ り ま す。 そ こ で は ， 先 生 の 役
割 と い う の は ， 非常に陰に隠れた も の と い う 位
置 づけ に な っ て く る の で ござい ま す。
東北大学に お ら れ ま し て ， い ま 国 際 キ リ ス ト
教大学 にかわ ら れ ま し た源 了 園 先 生 の ご主張が
ま さ に こ の こ と で ござ い ま し て ， I文化 と 人
〔注 6 )
間形成J と い う 本 の 中 に ， 教育 の完成 さ れた 姿
は ， 自 己教育 で あ る 。 そ し て こ の 自 己教育 を継
続 し て い け る 学習意欲 を 高 め る と い う た め に
は ， 教師 と 生徒 と の 聞 に ， 生徒 がや る 気 を 起 こ
す よ う な 関 係 と い う も のが な け れ ば い け な い ，
と 言 わ れ て い る の で あ り ま す。
私 ど も が学生の こ ろ は ， 教育あ る 人 と い う
と ， 教え ら れた人 と し 寸 意味 で ござい ま し て ，
少 な く と も 大学 ま でい っ て 勉強 し て き た 人 聞
が ， 教育 あ る 人 と い う ふ う に言 われ て お り ま し
た 。 教育 と い う の は ， そ う い う ふ う に教 え ら れ
る も の と い う 意識 で あ り ま し た か ら ， も う か れ
こ れ20年近 く に も な り ま すか ， 生涯教育 (l ife-
long education) と い う 言葉 が 出 て ま い り ま し
た と き に ， 冗談では な い ， 学校に お る 問教 え ら
れ て ， も う い や に な っ て い る の に， 一生頭を抑
え つ け ら れ て 教育 さ れ る な ん て ， そ ん な ば か な
理屈 が あ る か と い う よ う な こ と が言われた の で、
あ り ま す。 し か し ， 今 日 は 生涯教育 が人間社会
の 中 でい か に大事か と い う こ と が強調 さ れ る よ
う に な っ て お り ま す。 し て み る と ， こ の 言 葉 自
体 は ， す で に ， 教育 は学習 で あ り ， 生涯教育は
生涯学習 で あ る と い う こ と を基本的に意識 し て
い る と ， 私 は 考 え る の で ござい ま す。
そ う し ま す と ， 教育は 自 己教育 に よ っ て ， そ
の 知識， 技術 を 深 め 自 覚 を 高 め て い く ， こ う い
う 姿 が教育 の基本的 な 姿 に な っ て し、く 。 し た が
っ て 自 分 で勉強 し 自 分で知識 を 深 め る と い う
こ と に な る 。 し か し そ う し た 知識 の 修 得に対
し ま し で も う 一つ の声 が あ り ま し て ， 知識 を 頭
の 中 に幾 ら 入 れた っ て だ め で は な い か と い う の
が ， 教育論 の 中 では ま た 出 て ま い り ま す。 辞書
を 見 た ほ う が早い の で あ っ て ， 記憶を し て 知識
を 詰 め 込 ん だ っ て 何に も な ら ぬ では な し、か。 ほ
ん と う の 勉強 と い う の は ， 人間 と い う の は何か
と い う こ と ， 人間 的 な も の が何か と い う こ と が
わ か る こ と ， あ る い は 自 分は何か と い う こ と が
わ か る こ と な ん だ と 。 そ う い う 自 覚 を深 め て ，
そ し て 悟 り に 達す る と い う の が ， 教育 の基本的
な ね ら い で は な い か と い う の で あ り ま す。
こ れ も 考 え て み ま す と ， そ の と お り で ござし 、
ま し て ， 人間 と い う も の が何であ り ， 自 分 と い
う も の が ど う い う 存在 で あ る か と い う こ と が わ
か る よ う に な る こ と ， そ し て そ の 窮極が宗教の
悟 り の世界につ な が っ て い く こ と ， こ れ が教育
の 一番基本 で あ る と い う こ と を 考 え て み ま す
と ， こ の 点 に お き ま し て も ， 私 は 医療 と つ な が
る も の が あ る と 思 う の で ござい ま す。
人 間 と い う も の は ， 普通 こ う し て 社会生活 の
中 で ， に こ やか に あ る い は 苦 し み な が ら い ろ ん
な仕事を し て お る わけ で ござい ま す が ， イこ ん
病気 に な り ， そ れ も か な り 重い病気 に な り ま す
と ， 病む こ と に よ っ て ， 自 己 の世界 と い う も の
に社会か ら 離れ て 埋没せ ざ る を 得 な い の で ござ
い ま すO そ し て ， そ の 肉体的な苦 し み と い う も
の を通 し ま し て ， 生 の 深 い現実， 生 き る と い う
こ と の現実に直面をす る 。 人間 と い う も の を そ
の と き に 見 つ め直す。 死ぬ前に な り ま し て ， 宗
教に帰依 の 心 を起 こ さ れ る と し、う 方が 出て く る
の も ， そ の流 れ の 行 き つ く 先 だ と 思 う の で あ り
ま すO そ の よ う に し て 生を全 う し ， 生 き る 意味
を体得 で き る と い う ， 最後 の場が医療 の 場 に あ
る と い う ふ う に ， 私 は 思 う の で ご ざい ま す。 で
すか ら ， 教育 と 医療 と い う ， そ の 最 も 原型 と い
い ま すか ， 単純な パ タ ー ン を通 し ま し て ， そ れ
ぞ れ の 立場か ら 人間 と い う も の につ な が っ て い
く ， こ う い う 姿 に な っ て お る と 思 う の で ご ざし、
ま す。
し か し 今 日 起 こ っ て お り ま す教育上 の 問題
は ， こ の こ と だ け で も で き れ ば ， た い へ ん な こ
と な の で ご ざい ま す けれ ど も ， そ う 言 え な い 多
く の面 が ご ざい ま すO 特に最近 に な り ま し て ，
小児 医 学 の 発達か ら ， 教育 と い う の は ， も っ と ，
生 ま れ る こ と ， 育 て る と い う こ と に 日 を 向 け な
け れば い け な い の では な し、か と い う 指摘 が 高 ま
っ て ま い り ま し たO も っ と も こ の こ と は ， 井深
大 さ ん は じ め 多 く の 教育 の先覚者た ち も ， I三
つ子 の魂百 ま で」 と い う こ と わざが古 く か ら あ
り ま す よ う に ， 学校に 入 っ て か ら の 教育 では遅
い ん だ ， 乳幼児 の こ ろ の教育 と い う の が一番基
本 な の だ と い う こ と が言 われ て お っ た わけ で あ
り ま す。 最近は ， い ろ ん な 社会現象 の 中か ら ，
胎児が生命 と し て 体 の 中 にや ど っ た と き か ら ，
教育 と い う 問 題 を考 え な く て は い け な い と い う
意 見 が 高 ま っ て ま い り ま し た。
い ま 臨教審 の 委員 を し て お ら れ ま す小林登先
生 な ど は ， そ う い う 立場で， い ろ ん な物 を 書 い
(注 7 )
た り ， 私 ど も に話 し て く だ さ る わけ で、 ご ざい ま
す が ， 教育 と い う の は ， そ の意味では ， 育 つ と
い う こ と ， あ る い は 育 て る と い う こ と な の だ と
い う 指摘 で ご ざい ま す。 そ し て ， い ま ま で の 教
育学は ， そ の こ と は 自 然現象で， 教育 と い う の
は ， そ の 自 然現象 の 上に始 ま る の だ と い う よ う
な 意識が あ っ た わけ で、 ご ざい ま す け れ ど も ， 肉
体， 五体， 五感が整 っ て 発育す る と い う こ と の
た め に は ， 親 と 子 の 聞 に相互作用 と い う も の が
緊密に行 われ な い 限 り は ， 人 間 の 土 台 が 伸 び て
い か な い ， 五体 も 五感 も 育た な し、。 視 力 だ っ
て ， 生 ま れ て か ら 目 隠 し を し て お け ば永久に視
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力 は 生 ま れ な し 、。 言語 の 発達だ っ て ， 母親 と の
聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン が な ければ だ め で あ
る 。 そ う し づ 指摘 が次 々 と 医学 の世界か ら 科学
的 な デ ー タ と と も に 出て ま い り ま し て ， そ し
て ， 教育 と い う の は ， 育 て る こ と と い う ， も っ
と そ の 前段階に返 っ て 考 え て い か な けれ ば な ら
な い の で は な い か と い う 指摘が起 こ っ て き ま
す。 し か し こ の こ と は ， 今 日 あ る い は 今 日 以後
の社会に お き ま し で も ， な か な か 難 し い こ と に
な っ て し 、く わけ で あ り ま す。
育 て る と し 、う 発育 の過程に お き ま し て ， 母 子
の 相互作用 を 緊 密化す る と い う こ と に対 し て ，
逆 の 働 き が加 わっ て く る か ら で ご ざい ま す。 た
と え ば ， お産をーっ と っ て み ま し で も ， 私 ど も
が生 ま れた こ ろ は ， お産は 自 分 の家庭で， 家族
の 中 で， お産 と い う 生命誕生があ っ た わけ で、 こ、
ざし、ま す けれ ど も ， い ま は こ う し 寸 仕事が社会
的に行 われ る よ う に な り ま し て ， 95% の 人 ま で
が み ん な病院で， 家族 と は 別 の と こ ろ で生命を
産む と い う こ と に な り ま すO 一種 の 社会化
医療 の社会化 と し、う 現象は ， こ の お産 の段階か
ら 始 ま っ て お る わけ であ り ま す。 そ し て ゼ ロ 歳
児 の保育は 9 割 ま でが母親であ る と い え ば ま
だ よ ろ し い の です が ， 1 割は母親以外 の も の に
よ っ て 育 て ら れ て お る 。 3 歳児 に な れ ば 4 割近
い も の が母親以外に よ っ て 保育 さ れ て お る と い
う 現象が起 こ っ て お る の で ご ざい ま す。
こ う し た 保育 と い う 問題につい て も ， か つ て
の 教育 と い う の は た い へん 軽視 を し て ま い り ま
し た 。 私 は ， 偶然の こ と か ら ， 戦前の 中等教育
の 教科書書名 一覧 を ， 全教科につい て 見 た こ と
が あ る の で ご ざい ま すが， そ の 中 で， 女子 の 生
徒 に対す る ， 家政 と か ， 衣服 と か ， 食料 と か ，
そ う い う 教科書は い っ ぱい あ る の で す け れ ど
も ， 実 は 保育 と し、う 教科書 は た っ た l 冊 の み
が ， 実業学校用 で あ る 時期 に 出た だ け で、 ご ざい
ま し て ， 他 に は ご ざし、ま せ ん O 保育 と い う の
は ， 家庭 の 中 に お け る 自 然現象であ り ま し て ，
学校教育に お い て は こ れ を疎外 し て き た と い う
こ と を ， い ま さ ら の ご と く に知 る の で あ り ま
す。 今 日 の 高等学校 の 教科書 を 見 ま し で も ， 女
子 の 生徒に対す る 「保育」 と し 、う 問題に つ い て
は ， 極 め て わず か で あ り ま し て ， そ の 家庭科 と
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言われ る も の の 中身 は ， 栄養 で あ っ た り ， 衛生
あ る い は被服であ り ま し でも ， 保育 と い う 母 子
関係や家族 の人間 関 係 に は 触 れ る こ と が少 な い
の で あ り ま す。
こ う し 寸 意味で， い ま ま で教育 が 一一小林登
先 生 の お話 し で は 実 は 医療 も ， 育っ と か保育 と
か と い う 問題 は ， つ い 最近 ま でほ っ た ら かし に
し て い た そ う で， やは り 教育 と 同 じ よ う であ っ
た か と 思 っ た の で あ り ま す が ， すべ て 発育は 自
然現象で あ る と い う こ と で， そ こ を考 え よ う と
し な か っ た。 そ こ に い ろ ん な 問題が起 こ っ て ，
今 日 の 困 っ た状態が ， 医学的に も ， 教育的に も
起 こ っ て き て お る と い う こ と を感 じ る の で あ り
ま す。
保育 の 社会化 と い う 言葉 は ， 実は残念 な こ と
な が ら ， 今 日 ， 学校に ま で広が っ て お り ま す。
幼稚園は保育所に な り つ つ あ り ま す。 幼稚園 だ
け で な く て ， 学校 も ま た保育所 に な り つ つ あ る
の で あ り ま す。
私が， 国立教育研究所に お り ま し た と き に ，
全 国 の 教育研究 所 の ク事 ル ー プ と ， 今 日 の学校 の
教師が， 小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校 の そ れ ぞ れ
の 「学校で身 に つ け さ せ た し 、 こ と 」 を 調べた こ
と が あ り ま すが ， 小学校 も ， 中学校 も ， 高校 の
教師 も ， ま ず体 力 を つ け る ， 体 力 を 養 う と い う
こ と が第 l に あ げ ら れ て お り ま し た。 そ の 次
は ， 小学校 の 子供に対 し て は ， r思 い や り の心」
を 養 う ， と し 、 ぅ 言葉 が で て ま い り ま す。 中学校
や 高校 の了ー供に対 し て は ， r忍耐 力J， 頑 張 り
と い う こ と が重要だ と い う の で、すO そ し て 「知
識 を 教え る 」 と い う こ と は ， 小学校では 5 番 目
に 出 て ， 中学校では 4 番 目 に ， 高等学校で も や
っ と 3 番 目 で あ り ま す。 そ れ ほ ど 今 日 の 教 室
は ， 教 え る 前段階の こ と でみ ん な 苦 労 を し て お
る 。 こ れは ， 家庭 と い う も の か ら 保育が抜 け て
き つ つ あ る ， 個 人 の 一番根源 の と こ ろ で考 え て
い か な け れ ば な ら な か っ た 人 間 関 係 と い う も の
が， 社会進歩 の流れ の 中 で抜け て し ま い ま し
て ， そ し て 学校が保育所 と な り ， あ え て 皮 肉 を
つけ加 え ま す と ， 塾が学校に な り つ つ あ り ， 知
育 の場 に な り つ つ あ る と い う ， そ う い う へ ん な
流 れ を い ま 示 し て お る の で ご ざい ま す。 そ の 意
味 に お い て ， 教育 と い う も の が， 育 て る と い う
こ と か ら始 ま る と し 、 う問 題 を ， も う一度基本的
に 考 え て し 、 か な けれ ば な ら な い ， そ う い う 事柄
が社会化す る と L 、 う 意味か ら 考 え て い か な け れ
ば な ら な い と い う ふ う に思 う の で ご ざい ま す。
と こ ろ で， こ れは ， み な さ ま 方 の 医療 の 本 を
読 め ば極 め て は っ き り と 書 い て あ る こ と で ご ざ
い ま すけ れ ど も ， 医療 に は ， 個人的 な 側面 と ，
社会的 な 側面 が あ る と ， 指摘 し て あ り ま す。 教
育 に も そ の よ う に ， 個人的な側面 と 社会的な側
面 が あ る わけ で ご ざい ま し て ， 人 聞 が生 ま れ て
人間 の 歴史が あ る 以 上， そ の 意味では ， 個人的
な レ ベ ル で、 の 教育 と い う の は あ っ た ， 人間生活
の 歴史 と と も に教育 と い う プ ロ セ ス は あ っ たわ
け で ご ざし 、 ま すが， そ れ が あ る 段階か ら ， 社会
的 に も う 少 し組織的に， 計 画 的 に ， 意 図 的 に教
育活動を行 う と い う 動 き が 出 て ま い り ま し た。
そ れ は 産業 革命以 後 の こ と で ご ざい ま す。
そ こ で， 教育 と い う も の を考 え る と き に ， 教
育学を担当 さ れ る 方， 特に社会学 の系列 で教育
を 考 え る 方 は ， 教育 と い う の は ， 社会生活に 本
来 に備わ っ た機能で、 あ っ て ， そ の働 き に よ っ て
人聞が育成 さ れ， 社会生活 がつ く ら れ発展 し て
い く 一一今 日 の先生で 申 し 上げ ま す と ， 海後宗
〔注 8 )
臣先生が こ う し た定義を言われ る 。 デ ュ ル ケ ー
ム 以 来 の流れを く ん で， 社会 的 な 教育， 社会的
な 活動 と し て の教育， そ れ を社会 の 中 でつ く り
上げ て い く こ と ， そ れ が教育 な ん だ と い う こ と
に な り ま すO そ し て ， こ の 教育 の観念がす な わ
ち イ コ ー ル学校 と い う ふ う につ な が る 流 れ を持
っ て お る も の で ご ざい ま す。
近 代 の 学校制度 は ， 人聞 の育つ方 向 と い う も
の を ， 知識 の 上か ら も ， い ろ ん な 目 標の 上か ら
も ， あ る 方 向へ持 っ て い こ う と い う 目 的的 な 技
術 的 な 活動を考 え る 。 そ の 中 で小学校教育， 中
学校教育， 高等学校教育， そ し て 高等教育 と い
う シ ス テ ム がつ く ら れ て い っ た の で、あ り ま す。
こ の シ ス テ ム は近代教育 の歴史 と し て 見 ま す
と ， 明 治 か ら 100年 こ の か た 今 日 ま で， た い へ
ん 壮大 な 整然 と し た秩序 が で、 き 上が り ま し た。
そ し て ， 社会的 な 教育 の 機能 と い う も の が広が
る 一方 で ご ざい ま す。 ま た ， 学校以 外 に も ， こ
う し た組織的な教育は ， 社会教育 の各活動に 見
ら れ ま す し ， 企業 内 の教育 の活動に も 見 ら れ ま
すO 今 日 の カ ル チ ュ ア セ ミ ナ ー の繁栄 と い っ た
よ うな こ と を考 え ま す と ， や は り 社会 の 必 要 と
す る 教育機能 と い うも の が， こ うい う姿 で 伸 び
て い っ て い る と い うこ と が うか が え る の であ り
ま す。
私 の っ た な い 勉強 で知 り 得た こ と か ら 見 ま す
と ， 病気 も ま た極め て 社会 的 な も の で あ り ， そ
し て 病気 も ま た 文化 で、あ る と さ え 言われ て お り
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ま す。 確 か に そ うし た 方 の 指摘 の ごと く ， 痘磨
の流行， ベ ス ト 等 の流行， あ る い は 梅 毒 の 蔓
延， 結核 の蔓延， い ろ ん な タ イ プ の イ ン フ ル エ
ン ザの流行， 最近は エ イ ズ と い う新 し い も の ま
で 出 て ま い り ま し て ， こ れ も 一つ の社会的 な 現
象 と し て 考 え な けれ ば な ら な い よ うな 問 題 を 提
起 し て お る わ け で、 あ り ま す。 こ うい う病気が，
個人 の病気であ り ま す と と も に ， 社会に も 広 が
っ て い っ て ， 社会 の 課題 と し て 考 え な けれ ば な
ら ぬ と い うと こ ろ か ら ， 医療 も 早 く か ら社会的
な 観 点 で、 そ れ へ の対応 と い うこ と を と っ て こ ら
れ ま し た 。 薬 を 与 え る 施療院が で き る ， あ る い
は あ あ い う困 っ た病人 を 隔 離 し な ければ な ら ぬ
と い うよ うな社会的な施設が で き る な ど し て ，
古 代 の 為政者 に と り ま し で も ， こ うし た 医療 と
い う問題 を社会的に ど の よ うに取 り 上 げ て 対応
し て い く か と い うこ と が， 当 時 の政治 の大 き な
課題 であ っ た と い うこ と を知 る の であ り ま す。
そ うし た病気 の あ り 方は ， 大 き く 言 い ま す と ，
民族や 国 家 の あ り 方 ま で 左右す る と い うこ と に
な っ て ま い り ま すO そ の意味で， 病気 も ま た文
化 に 陰 を 落 と す社会的な も の であ る と い うこ と
が 言 え る の で ござし 、 ま す。
近年 に な り ま し て ， 医療 の社会 的 な シス テ ム
と し て の 発展 と い うの は ， こ れ ま た教育 と 同様
に め ざ ま し い も の が ご ざい ま す。 病院， 診療所
と い うも の が 次 々 と 膨れ上が っ て ま い り ま す。
医療従事者 の専門化 と い うこ と も 次 々 と 多岐 に
わ た っ て ま い り ま し て ， 今 日 法定 さ れ ま し た 医
療 関係職種は 22種類 を数え る ま で に な っ て お り
ま す。 そ の 点 で は ， 教育 関係 よ り も ， も っ と も
っ と 社会 的 な 専 門分化 と い うこ と が， 医 療 の 世
界 で進 ん で お る と い うふ うに 考 え ま す。 医療 の
道具 と し て 使わ れ る 医療器具 あ る い は 薬剤 の 進
歩 ， そ れ を動か し て し 、 く 技術 さ ら に は 学 問 す な
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わ ち 医学 の進歩 は ， 教育 の世界 と 比 べ ま す と ，
率直 に 申 し て は る かに先端的で ござし 、 ま す。 今
日 では ， C T ス キ ャ ナ ー あ る い は 人工透析等 の
事例 を と っ て み ま す と ， 世界一 日 本 の 医療が こ
うし 寸 近代器具 を使い ， そ し て 非常 に た く さ ん
の 薬剤を使 うよ うに な っ て ま い り ま し たO 薬 づ
け ， 検査づけ と い うよ うな 医療 の シス テ ム が広
が っ て お る よ うで ござし 、 ま し て ， 患者 は ， も う
病院へ行 く の は勘弁 し て も ら い た い ， 検査検査
で治療は い つ し て く れ る ん で し ょ うか ， と い う
ふ うに ， 医師 と 患者 の 聞 に ， 大 き な シス テ ム と
し て の器材 ・ 器具が入 り 込 ん で、 き て お る の で あ
り ま す。 人工透析を 除 き ま す と ， 大部分が診 断
の た め の器材 の よ うで ござい ま し て ， こ の た め
に 治療費 よ り も 診断に金が余計か か る と い うふ
うに な っ て き て お る の で あ り ま す。
も と も と 医療 と い うの は ， 社会的に大 き な 意
味合い を持 っ て お る も の で ござい ま すか ら ， 早
く か ら社会保障 と し 、 う観念 が取 り 入れ ら れ ま し
て ， そ し て 医療保険 と い うの が か な り 以 前か ら
発達 し て ま い り ま し た けれ ど も ， 昭和36年以降
国 民皆保険に な り ま し て ， 社会的に も こ の 医療
の シス テ ム を保障す る と い うふ うに な り ま し
た。 こ の社会的 な 保 障 の シス テ ム と い うも の が
医療 の 発達を支 え た と い うこ と は 当然 な の で ご
ざい ま す。
こ の よ うに し 、 た し ま し て ， 教育 も 医療 も 社会
的 に た い へ ん 大 き な 発達を し 今 日 に至 っ て お る
の で ござい ま す けれ ど も ， そ の 発展 の 中 で， 教
育 に あ り ま し で も ， 医療に あ り ま し て も ， 国 民
がほ ん と うに満足を し て お る か ， 個人 と し て 満
足 を し て お る か と い うこ と か ら 考 え ま す と ， 臨
時教育審議会が た い へ ん な議論 を し て お り ま す
よ うに ， い ろ い ろ な不満が 高 ま っ て お る の で ご
ざい ま す。 私 は ， こ うし た不満 の こ と を 考 え て
み る に つ け ま し で も ， 教育に も 医療に も ， も う
一つ残 さ れた大 き な領域が あ る と い うふ うに考
え る の で ござい ま す。
そ れ は ， 教育 の ほ うか ら 申 し ま す と ， 環境 の
感 化 力 と い う問 題 で ござし 、 ま すO 人 聞 が生 ま れ
育 つ 自 然環境の違い に よ っ て ， 皮膚 の 色 が 違
う， い ろ い ろ な 生活 の 知恵が違 っ て く る O エ ス
キ モ ー の場合， あ る い は 赤道 の 南 の 人 々 の 場合
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と い う よ う に ， 自 然環 境に作用 さ れ る と い う こ
と が た い へ ん 大 き い の で あ り ま す。 こ う し た 自
然環境ば ， 最近 の よ う に人工 的 な 構造物 の 中 に
育 つ ， マ ン シ ョ ン の 庭 も な い と こ ろ で ， 人 間 が
鳥か ご の 中 ， お り の 中 で大 き く な っ て い く と い
う 生活環境が広が っ て い く と き に ， ど う い う こ
と に な る か と い う 問題 を 醸 し て く る の で あ り ま
す。
し か し こ う し た 自 然環境 よ り も も っ と 大 き
い 影響を 教育 に及ぼ し ま す の は ， 言 う ま で も な
く 文化環 境で ご ざい ま し て ， 言 葉 と い う も の
は ， 教育 に よ っ て ま さ に教え ら れ な け れ ば な ら
ぬ こ と で は ご ざい ま す げ れ ど も ， そ れ は環境 の
持 っ て い る 大 き な 要素 で ご ざい ま す。 私 も ， 環
境 と い う も の は こ う い う も の か と い う こ と を 言
葉遣 い な ど に感 じ る こ と が ご ざい ま す。 百 葉が
大 事だ と い う よ う な こ と が そ う い う 意味て、言わ
れ ま す。 ま た ， 宗教 と い う も の の持 っ て い る 大
き な 影響 力 ， イ ス ラ ム 教 の ア ラ ー の神様を信 じ
る 人た ち の 行 動様式 と い う も の は ， われわれ八
百万 の 神 々 の世界で育 っ て お る 日 本人 と は ， し
ぐ さ が違い ， 行 動様式が遣 っ て く る の であ り ま
し て ， 意識 的 に 目 的 的 に ， 学校 で ど う し よ う と
い っ た っ て ， こ れ は な か な か そ う 簡単 に 山 が る
も の で も ， 変わ る も の で も ご ざい ま せ ん O こ う
し た 大 き な 文化環境 と い う も の に 支 え ら れ て ，
人間が育 っ て お る と い う 現実 が あ る わ け で あ り
ま す。 こ の よ う な環 境 の持 っ て お る 力 と い う も
の を考 え て ま い り ま す と ， 職域 に は 職域 の環境
が あ り ， 地域 に は地域 の感化 力 が あ り ， 国 家 に
は 国 家 の感化 力 が あ る と い う ふ う に考 え ざ る を
得 ま せ ん O
私 が文部 省 に お り ま し て ， 大 学 の い ろ ん な ご
専門 の 方 々 に おつ き 合 い を さ し て い た だ き ま し
た が ， 医学部 の 臨 床 の 先生 の 持 っ て い ら っ し ゃ
る キ ャ ラ ク タ ー ， 基礎 の先 生 の 持 っ て い ら っ し
ゃ る キ ャ ラ ク タ ー ， 工学部 の 先 生 の 持 っ て い ら
っ し ゃ る キ ャ ラ ク タ ー ， 理学部 の先生方 が 持 っ
て い ら っ し ゃ る キ ャ ラ ク タ ー と い う の は ， お も
し ろ い よ う に そ れ ぞれ違 う わ け で ご ざ い ま し
て ， そ れ は ， 個 人 と し て は ど の よ う に 意識 さ れ
た か ど う か と い う こ と を超 え て ， あ る 大 き な 影
響 力 の あ る こ と が私 ど も に も 感 じ ら れ る の で ご
ざい ま す。 そ う い う こ と は ， 結局 ， 匡i の 経済社
会 の あ り 方 あ る い は 政治体 制 の あ り 方 に よ っ て
も 違 う わ け で、 あ り ま し て ， 最近韓国 と 北朝鮮 の
人 々 が知人 の 交歓 と い う の を や っ た よ う で ご ざ
L 、 ま す が ， 歴史的 に高句麗 と 百済 と は 違 う に し
ま し で も ， 同 じ 韓国 の 人 々 が， 40年 の 間 にあ の
よ う な違い に な る と い う の は ， 政 治 体 制 の 違 い
で あ り ， 経済体 制 の違い であ り ， そ の 中 にあ る
考 え 方 の違い であ り ま す。 そ れ が教育 に も 影響
を 及 ぼ す ， 人間 の基本的 な 行 動様式 に影響を及
ぼす と い う こ と に な る 。 そ う し づ 意 味か ら 考 え
て ま い り ま す と ， 環 境 の 持 っ て い る 教化 力 と い
う も の は ， 学校 と い う コ ミ ュ ニ テ ィ を と り ま し
で も ， あ る い は労働組合 と い う 人間 の 集 団 を と
り ま し て も ， 国 鉄 の 現状あ る い は 荒 れ た学校 の
現状に 見 ら れ る よ う に ， そ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 持
っ て い る 影響 力 ， 環 境 と し て の感化力 と い う も
の が ， 個 々 の 人聞 を い つ の 聞 にか規制 し ， 持 っ
て い っ て し ま う 力 を も っ と い う こ と を 考 え な け
れ ば な ら ぬわ け で、 あ り ま す。
そ の こ と で， 一番 勾 近 な 例 を 申 し ま す と 家庭
で あ り ま す。 家庭 教育 と い う こ と がし 、 ろ い ろ と
言 わ れ る の で あ り ま すけれ ど も ， 荘、l 工 、 家庭教
育 の 牟番基木 は ， 家 庭 と い う 環境 の 持 っ て い る
感化 力 で あ る と 思 う の で あ り ま し て ， 視が子供
に 口 づ て に も の を 言 う と い う ， やすか を 教え る と
い う こ と に よ る 教育 力 で、は な い と 思 う の で ご ざ
い ま す。 そ の こ と を端的に例証 し て く れ ま す川
柳 が あ り ま す。 i お の が ま ねす る な と 親は 子 に
意 見 l と い う の です。 子供は 親 の 意 見 は 絶対に
聞 き ま せ ん O し か し 親 のす る よ う にす る わ け
で ご ざ い ま し て ， 学校に お い て も ま た そ の と お
り で あ り ま す。 今 日 の荒れた 教室 ， そ れ ; 土 かつ
て の 荒れた学校 の 場， かつ て の荒れ た 大 学 紛
争， 高校紛争， 組合運動 な ど ， そ う い う 場 を ま
ね て 子供た ち が行動す る と い う ふ う に な っ て き
て お る わ け で あ り ま す。
そ れ で は ， 教育 と い う の は ， 環 境 に対 し て は
か な い も の で あ る か。 私 は そ う では な し 、 と 思 う
の で あ り ま す。 教育 と 環境 と い う も の と の 関係
を 考 え ま す と ， い ま 申 し 上げ ま し た よ う な ， 環
境 の 感化 力 と い う 側面 が強 く で る 人は環境に よ
っ て 薫習 さ れ る一一源了 固 さ ん の表現 で ご ざい
ま すO ま た ， 私 の 学生時代に一生懸命 に な っ て
尊敬 し て 読 ん だ東北大 学 の村 岡 典嗣先生 の ご 本
に よ り ま す と ， 日 本文化史 は ， す ぐ、 れた 日 本教
育史で、 あ る O 儒教文化， 仏教文化 ， 西洋文化 の
教道， ま た は学習 の 歴史で、 あ る 。 文化 と い う も
の の持 っ て い る 教化 力 と い う も の が， そ の ま ま
(注10)
教育 の歴史であ る 。 教育 と 文化 と い う の は イ コ
ー ル で、 あ る と い う ふ う に言われ る の であ り ま す
が， ま た別 の 側面 も あ る わ け であ り ま す。 と い
う の は ， 教育 と い う の は ， 人 聞 を 育 て る こ と に
よ っ て ， 実 は 文化 の 発展 と そ の 文化 の 実現 と を
養 い 育 て る の だ と ・ … - 。 京 都に お ら れ ま し た木
村素衛先生が， 戦時中 か け て 執筆 さ れ終戦直後
に な っ て 発表 さ れ ま し た ， I国家に於け る 文化
(注11)
と 教育」 と い う ご 本 の 中 で ， 教育 こ そ が文化 を
つ く っ て い く ん だ と い う こ と を お っ し ゃ っ て い
る 。 文化 を つ く る 人 聞 を育 て る こ と に よ っ て ，
教育は 文化 を動かすん だ と い う こ と で あ り ま
す。
そ の こ と と 同 じ 事柄だ と 思 う の ですが， ク ラ
ー グ ・ カ ー は そ の大学論 の 中 で ， 歴史上一 国 が
栄 え た と き ， そ こ に は世界 の 先 端 を い く す ぐ、 れ
た大学が あ っ た。 ギ リ シャ ， イ タ リ ア の 都市 国
家， フ ラ ン ス ， ス ペ イ ン ， イ ギ リ ス ， ド イ ツ ，
そ し て 今 日 の ア メ リ カ が そ う で あ る 。 だ か ら 社
会 の先端を切 っ て い く す ぐ れた文化 的 な 活動 と
い う も の を つ く る こ と に よ っ て ， 歴史を 引 っ 張
っ て い く こ と が で き る の だ 。 今 日 ア メ リ カ は ，
ア メ リ カ の大学に よ っ て 世界 を 引 っ 張 っ て い る
ん だ と こ う い う 指摘 が で て く る わ け で、 ご ざい ま
〔注12)
す。 こ う い う ふ う に考 え て み ま す と ， 教育 と い
う の は環境に影響 さ れ ま す け れ ど も ， 同 時 に ま
た環境 と い う も の を 動か し て い く ， つ く っ て い
く 源泉で あ る 。 そ の環境を動か し て い く こ と に
よ っ て ， 環境に感化 さ れ る 人間 の 教育を正 し て
い く ， こ の大 き な循環 と し 、 し 、 ま すか， こ こ を 教
育 の 課題 と し て 考 え て おか な けれ ば な ら な い の
だ と い う ふ う に思 う の であ り ま す。
こ う い う 点か ら ， 医療 を 私 な り の っ た な い 勉
強か ら 考 え て み ま す と ， 医療 も ま た 同 じ だ と 思
う の で あ り ま す。 病人 も ま た社会的存在 で、 ご ざ
い ま し て ， 自 然 と 社会 の 両環境か ら 影響 を 受け
て お り ま す。 明 ら か に ， 精神病がふ え る ， 心身
25 
症 がふ え る と い う の は ， 今 日 の社会環 境 の も た
らす影響 で ご ざい ま し て ， 個人を超 え た あ る 力
が そ こ に働い て お る と い う ふ う に思 う の で ご ざ
い ま す。 ま た ， 水俣病 の よ う な 現実を 見 ま し で
も ， 環 境 の 浄化 な く し て ， 水俣病 の 発生 を 防 ぐ
と い う こ と は お そ ら く は で き な い で あ り ま し ょ
う 。
し た が っ て ， 今 日 の 医学が 当 面 し て い ら っ し
ゃ い ま す医療 の世界は， 病人が生物学 的 な 存在
だ け で は な く て ， 社会科学 的 な 存在 と し て 考 え
ら れ な けれ ば な ら な く な っ て い る 。 患者 の 病歴
を 聞 く に し て も ， 既往症だ け 聞 い て お る の では
い け な い の であ っ て ， 今 日 ど ん な職場で ど ん な
仕事を し て お る か と し 寸 社会環境 を 聞 く こ と が
な けれ ば ， 患者 の 病躯 を 治す， 相談に の っ て い
く と い う こ と が で き な い と い う ふ う に ， 医療を
め ぐ る 社会環境に大 き な 目 が 向 い て お り ま す。
そ し て ， 脳卒 中 を 少 な く す る た め に は ， 地域 く、、
る み で衛生思 想 を 高 揚 さ せ よ う ， あ る い は 検診
を 広 げ よ う ， 血圧 を み ん な では か る よ う に し て
み よ う と い う 生活慣習 の教育問題 に ま で関心が
拡 が っ て お り ま す。 教育 を通 し て 生活習慣 を ど
の よ う に か え る か と い う こ と な く し て ， 地域 の
衛生状態 を 高 め る こ と は で き な い と い う 方 向
に ， 医療 の世界 も 進 ん で お る よ う に思 われ る の
で ご ざい ま す。
栄養改善， 生活改善か ら 進み ま し て ， 健康教
育 へ と い う こ と が医療 の 方 々 か ら 強 く 言 わ れ て
お り ま す。 社会環境を ど の よ う に し て健康な も
の にす る か と い う こ と が， 将 来 の 基 本 的 な 問 題
で あ る 。 こ う し た社会 と い う も の と の か か わ り
で， 医療 と い う も の を考 え ま す と き に ， 当然 の
こ と で ご ざし 、 ま す が， 医 の 倫理 と い う 今 日 言わ
れ て い る 大 き な 課題 に み な さ ま 方 も 当面 し て お
ら れ る と 思 う の で ご ざい ま すO
こ の よ う に考 え て 参 り ま す と ， 教育 と 医療 と
い う こつ の世界は， い ま ま でほ と ん ど医学教育
で し か交わ る こ と が な く て 今 日 ま で き て お る の
で ご ざい ま すけれ ど も ， そ れ ら は と も に ， 個人
生活か ら 社会生活 の全領域 ま でを 支 え て い く 大
き な働 き ， 生活 の 中 に組み込 ま れた 大 き な働 き
と し て ， 両 々 相 ま っ て 人間 の社会活動， 社会そ
の も の を 支 え て し 、 く 共通 の 基盤 で あ る と い う ふ
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う に思 われ る の で あ り ま す。
医療 の 診療制度 の ほ う は ， 学校 の 固 い 構造物
と 比 べ ま す と ， よ り 柔軟 であ り ま し て ， 個人が
あ り ， 開 業 医 が あ り ， 公 の病院 が あ り と い う ふ う
に柔軟性を 持 っ て お り ま す。 ま た ， 教育 の 自 由
と い う こ と で騒 がれ ま し た あ あ い う 問 題 は ， 患
者 が 勝手 に お 医者 さ ん を か え す ぎ る と い う と こ
ろ に ま で 発展 を し て い く わけ で ご ざし、ま す が，
し か し 医療が社会的な活動 と し て 保障 さ れ て
い る と い う ， 社会保障 の側面か ら考 え ま す と ，
教育 よ り は は る か に 大 き な社会保 障 の 思 恵 と い
い ま すか ， そ う い う 社会 の シス テ ム と し て の 構
築 が で き 上が っ て お る と い う ふ う に考 え ま すO
教育費 も 医療費 も 高 く な っ て ま い り ま し た 。
し か し ， 医療費 の 高 い の は ， 社会保障 と し て の
保険経理に負担がかか っ て い く こ と で あ り ま
す。 ですか ら ， こ れは へ ん な 話 で あ り ま す け れ
ど も ， 社会保障， 社会保険 と い う の は ， 医療 の
需要に対 し て ブ レ ー キ を か け る よ う な 役 割 を 今
日 は持 ち は じ め て お る わけ で ご ざい ま す。 し か
し こ の 社会保障制度 は ， 一方 で ブ レ ー キ を か
け な が ら も ， 基本に お い て 医療法 の シス テ ム で
あ る 社会的 な 医療制度， 国 民 に対す る 医療 サ ー
ビ ス を 支 え て ， 医療 の世界 を 社会的に築 き 上げ
て い る の で あ り ま す。 そ の大 き さ は ， 医療費 だ
け を と っ て み ま し て も ， い ま 15兆 円 ぐ ら い に な
っ て お る か と 思 い ま すが， や が て 教育 費 を追 い
抜 く だ ろ う と 思 い ま す。 し か し ， 社会全体を考
え て み ま し た と き に ， 医療費 が ど ん ど ん 重 く な
っ て い く と い う こ と は ， 果 た し て 健康 な 社会 で
あ る か ど う か と い う こ と も ， 社会 と し て は考 え
な け れ ば な り ま せ ん O む し ろ 社会 の 基盤 を支 え
る 活動 と し ま す と ， 医療費 よ り も 教育費 の ほ う
が大 き い と い う こ と の ほ う が健康 で は な い か
と ， 実は私は思 う の で ご ざい ま す。 た だ い ま の
よ う に 日 本 の 教育界が足踏み を し て ， そ し て 医
療 の ほ う は学問 の進歩 と と も に器械 ・ 器材 が 中
間 で 発達を し て ま い り ま す と ， 人間疎外 の 中 で
医療費 の ほ う が大 き く な る と い う ， 社会 の病状
が進む の で は な い で し ょ う か。
そ れ故， 私は ， 教育 と 医療 と が， も っ と 人間
の 存在 の根源に立 ち返 っ て 手 を結ぶ必要が あ る
と 思 L、ま す。 そ う す る こ と に よ っ てーーさ き お
と つ い ， お亡 く な り に な り ま し た 入江 さ ん では
ご ざい ま せ ん けれ ど も ， あ あ い う すば ら し い 人
生 が み ん な の も の に な る よ う な ， そ う い う 将来
を 築 か な け れ ば な ら ぬ わけ で、， そ の た め に ， 個
人 的 な 側面 と し て 考 え た 医療 と 教育， ま た社会
的 な 側面 と し て 考 え ま し た 医療 と 教育 が ， も う
少 し 手 を つ な い で， 将 来 の 日 本 を 考 え る よ う に
し て い く 必要が あ る と 思 う の で ご ざい ま す。
し た がし、ま し て ， 医学 と 医療 と 教育 の接点 と
し て の人材養成 に 当 た っ て お ら れ ま す こ う い う
医学関係 の方 々 か ら ， も っ と も っ と 教育 と 医療
と の輪 を 広 げ て い く ， こ う い う 方 向 に ご 努 力 を
い た だ け れ ば と 思 う の で ご ざし、ま す。
開学十周 年 に 当 た り ま し て ， 最近私 の 考 え て
お り ま す こ と を ， っ た な い こ と ば で 申 し述べ ま
し た 。 ご 参考に し て い た だ く こ と が あ れ ば 幸 い
に 存ず る 次 第 で ご ざい ま す。 あ り が と う ご ざい
ま L tこ。
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